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2 
 

通
信
教
育
 

・
大

学
で

の
学

習
に

必
要

な
基

礎
学

力
の

修
得
 

・
学
習
習
慣
の
獲
得
 

上
記

の
入

学
予
定
者
 

平
成

2
6
年

1
2
月
～
平

成
2
7
年

2
月
 

※
国

語
・

論
作

文
以

外
は

、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
実
施
。
 

【
必
修
科
目
】
 

英
語
 

数
的
処
理
・
理
系
数
学
 

国
語
・
論
作
文
(
紙
媒
体
)  

【
選
択
科
目
】
学
科
ご
と
 

物
理
・
化
学
・
力
学
 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
 

・
入

学
後

の
学

習
に

支
障

が
出

な
い

よ
う

に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
 

・
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

室
を
知
る
 

通
信

教
育

の
課
題
・
修
了
テ

ス
ト

未
実

施
科

目
が

1
つ

以
上

あ
っ

た
入
学
予
定
者
 

平
成

2
7
年
 

3
月

1
0

日
（
火
）
、
 

3
月

1
1

日
（
水
）
 

1
)
大

学
生

活
に

お
い

て
ル

ー
ル

を
守
る

こ
と

の
意
味

を
考

え
さ
せ

、
大

学
生
活

に
つ

い
て
の

イ
メ

ー
ジ
を

広
げ

る
た
め

の
グ

ル
ー
プ

ワ
ー

ク
（
４

人
程

度
の
グ

ル
ー
プ
）
 

2
)
リ

メ
デ

ィ
ア

ル
教

室
で

の
作
文
指
導
 

ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

・
通

信
教

育
を

サ
ポ

ー
ト
す
る
 

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
講

習
参

加
者
 

平
成

2
7
年
 

2
月
～
3
月
 

1
)
入

学
前

か
ら

リ
メ

デ
ィ

ア
ル

教
室

の
利

用
が

で
き

る
。
 

2
)
通

信
教

育
の

課
題

に
つ

い
て

の
質
問

や
さ

ら
に
勉

強
し

た
い
場

合
に

活
用
す

る
よ
う
周
知
 

特
別
講
座
 

・
一

般
入

試
の

入
学

予
定

者
に

対
し

て
も

入
学

前
教

育
の

機
会

を
提
供
す
る
 

・
高

校
ま

で
の

学
び

と
大

学
で

の
学

び
と

の
違
い
を
理
解
す
る
 

一
般

合
格

者
（

前
期

・
中

期
）
 

年
内

入
試

合
格
者
 

平
成

2
7
年

 
3
月

1
9
日

（
木
）
 

1
)
大

学
の

授
業

体
験

（
全

学
共
通
教
育
の
教
員
）
 

2
)
4

人
グ
ル

ー
プ

で
の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。
自

己
紹

介
・

自
分

が
受

け
た
 

授
業

を
他
の

メ
ン

バ
ー
に

報
告

。
そ
れ

を
も

と
に
大

学
で

の
学
び

に
つ

い
て
グ

ル
ー
プ
で
考
え
る
 

 ３
．
実
施
結
果
 

３
－
１
．
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
習
 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
習
の
出
席
者
は

3
日
程
で
合
計

8
83

名
（
対
象
者

1
01
8
名
、
出
席
率

8
6
.
7
％
）
（
前
年
度
：
対

象
者

9
3
5
名
中
出
席
者

8
32

名
、
出
席
率

8
9
.
0％

）
で
あ
っ
た
。
プ
レ
テ
ス
ト
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
（
出
席
者

8
8
3
名
中
回
答
者

7
7
7
名
）
に
よ
る
と
、
入
学
予
定
者
は
英
語
に
つ
い
て

6
6
.
7％

が
「
難
し
い
」
と
回
答
し
た
が
、
国
語

に
つ
い
て
は

5
4.
8
％
が
「
易
し
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
さ
ら
に

9
7
.
8
％
の
入
学
予
定
者
が
「
自
分
の
今
の
学
力
を
確

認
で
き
た
」
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
学
科
交
流
会
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
に
よ
る
と
、「

よ
か
っ
た
」「

や
や
よ
か

っ
た
」
と
い
う
評
価
が

9
6
.
3％

で
あ
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
の
回
答
を
み
る
と
、「

ど
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
授
業

を
す
る
の
か
が
少
し
分
か
っ
た
」
、「

ど
ん
な
先
生
が
い
る
か
、
同
じ
学
科
に
ど
ん
な
人
が
い
る
か
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
、

「
先
輩
達
の
経
験
を
知
り
今
後
の
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
」
等
、
肯
定
的
な
意
見
が
多
か
っ
た
。
授
業
体
験
や
在
学

生
と
の
関
わ
り
は
、
入
学
予
定
者
に
と
っ
て
入
学
後
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
 

 ３
－
２
．
通
信
教
育
 

 
 
通
信
教
育
は

e
-
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
て
実
施
し
た
。
全
体
と
し
て
の
課
題
着
手
率
（
国
語
に
つ
い
て
は

e
ラ
ー

1 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成

2
7
年
 
7
月

9
日
 

明
星
大
学
 

学
長
 
大
橋
有
弘
 
殿
 

全
学
入
学
前
教
育
担
当
 

副
学
長
 
高
島
 
秀
樹
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

セ
ン
タ
ー
長
 
原
田
久
志
 

 

平
成

2
6
年
度
（
平
成

2
7
年
度
入
学
者
対
象
）
明
星
大
学
入
学
前
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
（
報
告
）
 

 １
．
全
体
総
括
 

 
平
成

2
6
年
度
（
平
成

2
7
年
度
入
学
者
対
象
）
の
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
前
年
度
よ
り
次
の
点
を
大
き
く
変
更

し
て
実
施
し
た
。
 

１
）
 
通
信
教
育
を

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
中
心
と
し
た
も
の
へ
変
更
し
、
費
用
の
一
部
を
受
益
者
負
担
と
し
た
 

（
１
人

1
0
,
0
0
0
円
負
担
）
 

２
）
 
「
特
別
講
座
」
の
導
入
（
本
講
座
で
は
初
め
て
一
般
入
試
合
格
者
も
対
象
者
に
加
え
た
）
 

ま
た
、
通
信
教
育
に

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
委
託
業
者
の
変
更
を
行
っ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

事
前
準
備
、
運

営
、
他
部
署

と
の
調
整
等
に

時
間
を
要
し

た
が
、
無
事
に

新
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
終
了
す
る

こ
と
が
で
き

た
。

実
施
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
 

 ２
．
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
 

プ
ロ
グ
ラ
ム
名
 

目
的
 

対
象
 

実
施
日
 

主
な
実
施
内
容
 

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
習
 

・
年

内
合

格
者

が
入

学
ま

で
の

期
間

を
有

効
に

使
う

た
め

の
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
 

Ａ
Ｏ

入
試

合
格

入
学

予
定

者
 

 推
薦

入
試

合
格

入
学

予
定

者
 

平
成

2
6
年

 
1
1

月
1
6

日
(
日
)
、
 

1
2

月
1
4

日
(
日
)
、
 

1
2

月
2
1

日
(
日
)
 

 

1
)
以

下
の

４
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実
施
 

     ス タ ー ト ア ッ プ 講 習 

①
 
プ
レ
テ
ス
ト
 

・
通

信
教

育
の

レ
ベ

ル
分
け
を
行
う
 

1
)
英
語
・
国
語
(
学
内
試
験
)  

2
)
数

的
処

理
・

理
系

数
学

は
自
宅
受
験
と
す
る
 

②
 
大

学
生

活
ス

タ
ー
ト
講
座
 

・
入

学
前

の
準

備
を

確
認
す
る
 

・
通

信
教

育
実

施
へ

の
動
機
づ
け
 

1
)
自
己
紹
介
・「

大
学
生
活
準

備
度

チ
ェ

ッ
ク

」
な
ど

の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

(
学

科
ご
と
の
４
人
グ
ル
ー
プ
) 

2
)
通
信
教
育
ガ
イ
ダ
ン
ス
 

3
)
校
歌
練
習
 

③
 
学
科
交
流
会
 

・
入

学
す

る
学

科
の

上
級

生
や

教
員

と
接

し
大

学
生

活
の

イ
メ

ー
ジ
を
つ
く
る
 

1
)
学

科
ご

と
に

内
容

を
検

討
し

、
各
教

室
に

分
か
れ

て
実
施
。
 

④
 
保

護
者

ガ
イ

ダ
ン
ス
 

・
入

学
予

定
者

の
保

護
者

に
明

星
大

学
を

理
解

し
、

入
学

ま
で

の
準

備
へ

の
協

力
を

求
め
る
 

上
記

の
入

学
予

定
者

の
保

護
者
 

1
)
大

学
の

歴
史

、
現

状
、

教
育

理
念
、

教
育

方
針
と

、
入

学
前
プ

ロ
グ

ラ
ム
に

つ
い
て
の
説
明
・
D
V
D
上
映

 
2
)
在
学
生
ス
ピ
ー
チ
 

学
部

長
2
7
0
7
0
9
-
1
1
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4 
 だ

と
言
え
る
。
課
題
着
手
率
は
、
数
的
処
理
・
理
系
数
学
で
際
立
っ
て
低
く
、
全
体
の
課
題
着
手
率
を
上
げ
る
た
め
に
は

こ
の
数
字
を
上

げ
て
い
く
こ

と
が
有
効
で
あ

ろ
う
。
数
的

処
理
・
理
系
数

学
は
プ
レ
テ

ス
ト
を
自
宅
受

験
と
し
て
お

り
、

そ
れ
に
よ
り
生

徒
が
自
主
的

に
課
題
に
着
手

し
な
い
状
況

が
で
き
て
し
ま

っ
て
い
る
可

能
性
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か

ら
、

プ
レ
テ
ス
ト
の
実
施
科
目
に
つ
い
て
再
度
検
討
す
る
。
 

 
ま
た
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
学
習
の
中
で
、
課
題
未
着
手
者
に
ど
の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
っ
て
い
く
か
と
い
う
点
に

つ
い
て
も
、
よ
り
有
効
な
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

 ４
－
２
．
通
信
教
育
の
成
果
の
再
検
討
 

 
入
学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、
通
信
教
育
は
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
通
信
教
育
の
２
つ
の
目
的
、
大
学
で

の
学
習
に
必
要
な
基
礎
学
力
の
修
得
、
学
習
習
慣
の
獲
得
に
関
し
て
成
果
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
か
を
再
検
討
す
る
。
 

 
具
体
的
に
は
、
課
題
の
難
易
度
と
分
量
、
学
習
期
間
等
に
つ
い
て
の
検
討
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
の
周
知
の
時
期
や

方
法
な
ど
参
加
者
数
を
増
や
す
仕
組
み
の
検
討
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
の
利
用
率
を
上
げ
る
た
め
の
周
知
の
方
法
等
の
検
討
が

考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
室
に
通
う
意
義
の
周
知
や
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
室
の
講
師
と
協
同
で
の
講
座
の

実
施
な
ど
も
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
に
不
参
加
だ
っ
た
入
学
予
定
者
に
対
し
て
、
課
題
に

取
り
組
ま
せ
る
等
の
学
習
機
会
の
提
供
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

 ４
－
３
．
特
別
講
座
の
実
施
方
法
等
の
再
検
討
 

 
今
年
度
よ
り
新
た
に
導
入
し
た
特
別
講
座
は
、
参
加
者
の
評
価
は
高
か
っ
た
た
め
、
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
こ
と
が

妥
当
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成

2
7
年
度
（
平
成

28
年
度
入
学
予
定
者
対
象
）
に
つ
い
て
は
、
対
象
・
内
容
・
進
め
方
等
、

今
年
度
と
同
様
の
方
法
で
良
い
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
他
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
関
連
を
考
え
な
が
ら
、
入

学
前
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
中
で
の
位
置
付
け
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

 

以
上
   

【
問
い
合
わ
せ
先
】

 
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
事
務
室

 
御
厨
、
萩
原
、
新
村
（
内
線
：

70
86

,7
09

0,
70

87
）

 
電
話
：

04
2-

59
1-

65
34

 
E-

m
ai

l：
m

ec
@m

ec
.m

ei
se

i-u
.a

c.j
p 

3 
 ニ

ン
グ
を
使
用
し
な
か
っ
た
た
め
課
題
提
出
率
）
は
 
89
.
3％

で
あ
っ
た
。
前
年
度
の
課
題
提
出
率

9
6
.
4
％
と
比
較
す
る

と
7
.
1
ポ
イ
ン
ト
の
低
下
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
の
科
目
別
の
課
題
着
手
率
を
み
る
と
、
英
語
が

9
5
.
4％

だ
っ
た
の

に
対
し
、
数
的
処
理
は

83
.
8％

に
止
ま
っ
て
い
る
。
英
語
と
比
較
し
て
数
的
処
理
の
課
題
着
手
率
が

1
0
ポ
イ
ン
ト
以
上

低
く
な
っ
て
お
り
、
前
年
度
比
ポ
イ
ン
ト
低
下
の
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
講
習
で
実
施
し
た
プ

レ
テ
ス
ト
の
結
果
と
、
通
信
教
育
終
了
後
に
実
施
し
た
修
了
テ
ス
ト
の
結
果
を
比
較
す
る
と
、
国
語
、
英
語
、
数
的
処
理
・

理
系
数
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
で
、
点
数
が
伸
び
て
い
た
。
な
お
、
通
信
教
育
の
総
括
に
つ
い
て
は
、
委
託
業
者
に
よ
る

報
告
書
（
株
式
会
社
ワ
オ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
、
学
部
支
援
室
に
て
参
照
さ
れ
た
い
。
 

 ３
－
３
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習
は
、
通
信
教
育
の
科
目
（
国
語
・
論
作
文
、
英
語
、
数
的
処
理
・
理
系
数
学
）
に
つ
い
て
、
一

科
目
で
も
課
題
及
び
修
了
テ
ス
ト
が
未
実
施
で
あ
っ
た
入
学
予
定
者
（
1
7
1
名
）
を
対
象
に
、
大
学
生
生
活
に
お
け
る
ル

ー
ル
を
守
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
る
等
を
目
的
と
し
、
3
月

1
0
日
・
1
1
日
に
実
施
し
た
。
参
加
者
数
は

8
0
名
（
前
年
度
：

対
象
者

1
3
6
名
中
参
加
者

6
7
名
）
だ
っ
た
。
 

 ３
－
４
．
ス
ク
ー
リ
ン
グ
 

 
 
大
学
生
活
ス
タ
ー
ト
講
座
に
お
い
て
、
入
学
前
か
ら
リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
室
を
活
用
で
き
る
こ
と
を
伝
え
、
通
信
教
育
の

課
題
に
質
問
の
あ
る
者
や
さ
ら
に
学
習
し
た
い
者
は
、
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
。
な
お
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ

の
参
加
者
数
は
、
延
べ

4
7
名
（
前
年
度

3
5
名
）
で
あ
っ
た
。
 

 ３
－
５
．
特
別
講
座
（
テ
ー
マ
：
「
大
学
で
学
ぶ
」
）
 

 
平
成

2
6
年
度
（
平
成

2
7
年
度
入
学
者
対
象
）
は
、
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
年
内
入
試
合
格
者
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
ま

で
入

学
前

教
育

の
対

象
と

し
て

こ
な

か
っ

た
一

般
前

期
合

格
者

及
び

一
般

中
期

合
格

者
も

含
め

対
象

者
と

し
た

特

別
講
座
を

3
月

1
9
日
（
木
）
に
実
施
し
た
。
結
果

3
7
1
名
（
う
ち
一
般
入
試
・
セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
合
格
者

2
8
9
名
）

が
参
加
し
た
。
講
座
内
容
の
目
的
は
大
学
で
の
学
び
と
高
等
学
校
ま
で
の
学
び
（
学
習
）
と
の
違
い
を
理
解
す
る
こ
と
と

し
、
全
学
共
通
教
育
の
教
員
に
よ
る
授
業
を
４
ク
ラ
ス
（
歴
史
、
哲
学
、
英
語
、
文
学
）
に
分
け
実
施
し
た
【

実
施

教
員

：

小
林
一
岳
（
歴
史

）
、
村
井
則

夫
（
哲
学
）
、
バ

ー
デ
ン
・
タ

イ
ラ
ー
（
英
語
）
、
岡
田
恒
雄

（
文
学
）
、
以
上

敬
称
略
】
。

終
了
後
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
全
学
共
通
教
育
の
教
員
に
よ
る
授
業
を
受

け
、
４
つ
の
授

業
の
受
講
生

が
そ
れ
ぞ
れ
４

名
と
な
る
グ

ル
ー
プ
を
つ
く

り
、
自
己
紹

介
／
昼
食
（
グ

ル
ー
プ
ご
と

）
、

自
分
が
受
け
た
授
業
に
つ
い
て
シ
ー
ト
を
使
っ
て
ま
と
め
る
、
そ
の
ま
と
め
シ
ー
ト
を
使
っ
て
、
自
分
の
受
け
た
授
業
を

グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
に
報
告
す
る
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
、
に
つ
い
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
の
集
計
結
果

と
し
て
は
、

９
７
．
６
％
の

回
答
が
、
特

別
講
座
に
対
し

て
「
よ
か
っ

た
」
「
や
や
よ

か
っ
た
」
と

評
価

し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
に
つ
い
て
は
、
学
部
支
援
室
に
て
参
照
さ
れ
た
い
。
 

  ４
．
平
成

2
7
年
度
（
平
成

28
年
度
入
学
予
定
者
対
象
）
実
施
に
向
け
て
の
課
題
と
対
応
策
 

平
成

2
6
年
度
（
平
成

2
7
年
度
入
学
者
対
象
）
の
実
施
結
果
か
ら
、
次
の
３
点
の
課
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

 ４
－
１
．
通
信
教
育
の
課
題
着
手
率
の
向
上
 

 
通
信
教
育
の
課
題
着
手
率
（
課
題
提
出
率
）
を
上
げ
る
こ
と
は
、
生
徒
の
学
習
習
慣
付
け
と
い
う
目
的
に
沿
っ
た
も
の
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平
成

28
年

10
月

13
日
・
学

部
長
会

資
料

 

2 
 

平
成

28
(2
01
6)
年

10
月

5
日
 

学
長
 
大
橋
 
有
弘
 
殿

 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
全
学
初
年
次
教
育
「
自
立
と
体
験

1」
実
施
報
告
書
 

 

「
自
立
と
体
験
１
」
担
当
副
学
長
 
高
島
 
秀
樹
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 
菊
地
 
滋
夫
 

1.
 は

じ
め
に
 

7
年
目
の
「
自
立
と
体
験
１
」
は
、
出
席
率
、
単
位
修
得
率
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
も
、
学
生
の
自
己
評
価
・
授
業
内
容
の
評
価
と
も
に
例
年
通
り
高
い
数
値
で
あ
っ
た
。
運
営
面
に
関
し
て
は
、
SA
/T
A、

SA
コ
ー
チ

の
活
躍
が
見
ら
れ
た
。
 

そ
こ
で
本
報
告
書
で
は
、
実
施
結
果
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
と
も
に
、
SA
/T
A
の
運
用
に
関
し
て
も
取
り
上
げ
て
報
告
す
る
。
ま
た
、

今
年
度
実
施
し
た
改
善
事
項
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
、
来
年
度
に
向
け
て
の
方
向
性
を
示
す
。
 

  ２
.実

施
結
果
 

（
１
）
出
席
率
 

 
今
年
度
の
出
席
率
は
、
表

1
の
通
り
、
7
年
間
で
最
も
高
い

86
.7
%と

な
っ
た
。
 

 
平
成

22
年
度
以
降
の
各
年
度
の
出
席
率
は
、
図

1
の
通
り
で
あ
る
。
 

 

表
1 

「
自
立
と
体
験

1」
各
年
度
の
出
席
率
 

 
平
成

28
年
度
 

平
成

27
年
度
 

平
成

26
年
度
 

平
成

25
年
度
 

平
成

24
年
度
 

平
成

23
年
度
 

平
成

22
年
度
 

出
席
率
 

86
.7
% 

85
.5
% 

85
.2
% 

84
.5
% 

85
.1
% 

84
.9
% 

82
.7
% 

               

     

図
1 

7
年
間
の
各
回
に
お
け
る
出
席
率
 

 

今
年
度
の
特
徴
と
し
て
は
、
全
体
と
し
て
、
14

回
(7
9.
5%
)を

除
く
と

80
%を

割
る
こ
と
は
な
く
、
緩
や
か
な
漸
減
で
推
移
し
た
。
明

星
大
学

4
年
間
の
最
初
の
授
業
が
こ
の
「
自
立
と
体
験
１
」
と
な
る
学
生
が
大
半
を
占
め
、
1
回
目
か
ら
高
い
出
席
率
を

15
回
ま
で
継
続

で
き
た
。
特
に
、
15

回
の
授
業
の
う
ち

11
回
で
過
去
最
高
を
示
し
て
い
る
。
多
く
の
教
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、「

学
生
が
ま
じ
め
に
取
り

組
ん
で
い
る
」
の
声
に
、
そ
の
要
因
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学

部
長
会

資
料

 

1 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成

28
(2
01
6)
年

10
月

5
日
 

学
長
 
大
橋
 
有
弘
 
殿
 

 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
全
学
初
年
次
教
育
「
自
立
と
体
験

1」
実
施
報
告
書
 

 

「
自
立
と
体
験
１
」
担
当
副
学
長
 
高
島
 
秀
樹
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 
菊
地
 
滋
夫
   

                         
 

【
報
告
要
旨
】

 
・
出
席
率
は

7年
間
で
最
も
高
い

86
.7%

と
な
っ
た
。

  

・
初
回
と
最
終
回
の
授
業
で
実
施
し
た
自
己
評
価
に
関
す
る
無
記
名
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「

卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
（
進
路
）
を
 
考
 

 

え
て
い
ま
す
か
？
」「

学
生
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
」「

明
星
大
学
の
歴
史
や
教
育
の
特
色
を
知
っ
て
い
ま
す

 

か
？
」「

大
学
の
図
書
館
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」「

自
分
の
意
見
を
筋
道
立
て
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
」

 

「
敬
意
・
関
心
を
持
っ
て
他
者
の
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
」「

自
分
の
意
見
を
文
章
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
ま
す
か
？
」 

の
7項

目
で
「
と
て
も
そ
う
思
う
」「

そ
う
思
う
」
と
回
答
す
る
学
生
の
合
計
が
伸
び
を
示
し
た
。

  

・「
規
律
を
守
っ
て
学
習
活
動
が
で
き
ま
す
か
？
（
無
断
欠
席
や
遅
刻
を
し
な
い
、
な
ど
）」

で
は
、
今
年
度
も
数
値
が
下
が
っ
た
。

  

・
授
業
の
特
徴
に
関
す
る
質
問
で
は
、「

少
人
数
ク
ラ
ス
」「

他
学
部
・
他
学
科
の
学
生
と
の
交
流
」「

グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
活
動
」
が
役

 

立
っ
た
か
と
の
問
い
に
は
、「

と
て
も
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
う
」
と
い
う
肯
定
的
評
価
の
合
計
が
い
ず
れ
も

90
%
を
上
回
っ
た
。

  

・「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
が
役
立
っ
た
と
す
る
肯
定
的
評
価
の
合
計
は

77
.7%

、「
提
出
課
題
」
へ
の
肯
定
的
回
答
の
合
計
は

79
.1%

で
あ

 

っ
た
。

  

・「
た
め
に
な
っ
た
授
業
」
と
し
て
は
、

1,0
52

名
の
学
生
が
「
新
し
い
環
境
で
他
者
と
出
会
う
」（

第
2回

）
を
挙
げ
、「

自
分
や
相
手

 

の
大
切
さ
を
知
る
」（

第
10

回
）、
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
描
く
」（

第
14

回
）
が
続
い
た
。

  

・
自
由
記
述
か
ら
次
の
感
想
類
型
が
推
測
で
き
る
。「

当
初
は
不
安
や
苦
手
意
識
も
あ
っ
た
が
、
他
学
部
学
生
と
の
交
流
や
グ
ル
ー
プ
ワ

 

ー
ク
の
な
か
で
自
分
を
見
つ
め
直
す
楽
し
い
機
会
に
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
技
法
を
知
り
、
友
人
も
増
え
、
将

 

来
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
自
信
と
積
極
性
を
も
っ
て
、
今
後
の
学
生
生
活
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。」

  

・
10

2名
の
学
生
が

SA
/T

A
と
し
て
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

9名
の
学
生
が

SA
コ
ー
チ
と
し
て

SA
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

  

・
単
位
修
得
率
は

7年
間
で
最
も
高
い

93
.9%

と
な
っ
た
（
補
習
授
業
後
の
単
位
修
得
を
除
く
）。

  

・
次
年
度
に
向
け
て
の
主
な
改
善
点
は
、

15
回
を
通
し
て
出
席
し
続
け
る
意
識
付
け
と
、

SA
の
役
割
の
強
化
で
あ
る
。

 

学
部
長
2
8
1
0
1
3
-
4
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平
成

28
年

10
月

13
日
・
学

部
長
会

資
料

 

4 
             

図
5 

大
学
の
図
書
館
の
利
用
方
法
に
つ
い
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

   

         

図
6 

自
分
の
意
見
を
筋
道
立
て
て
話
す
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
 

            

図
7 

敬
意
・
関
心
を
持
っ
て
他
者
の
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？
 

           

図
8 

自
分
の
意
見
を
文
章
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
ま
す
か
？
 

 

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学

部
長
会

資
料

 

3 
  （
２
）
学
生
の
自
己
評
価
に
関
す
る
質
問
 

 
授
業
の
学
習
効
果
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
１
回
目
と

15
回
目
の
授
業
で
、
同
一
の
質
問
項
目
で
、
8
項
目
に
つ
い
て
無
記

名
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
る
。「

と
て
も
そ
う
思
う
」「

そ
う
思
う
」
の
回
答
の
割
合
を
、
夫

1々
回
目
と

15
回
目
で
増
減
を
く
ら
べ

て
み
た
。「

卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
を
考
え
て
い
る
(7
2.
7%
→
75
.5
%)
」
(図

2)
、「

学
生
時
代
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
る
(8
3.
6%
→

86
.7
)」

(図
3)
、「

敬
意
・
関
心
を
持
っ
て
他
者
の
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
(8
9.
4%
→
90
.1
%)
」
(図

4)
、「

自
分
の
意
見
を
筋
道
立
て

て
話
す
こ
と
が
で
き
る
(3
7.
4%
→
65
.3
%)
」
(図

5)
、「

自
分
の
意
見
を
文
章
で
わ
か
り
や
す
く
表
現
で
き
る
(3
0.
7%
→
54
.2
%)
」
(図

6)

で
、
肯
定
的
な
回
答
を
す
る
学
生
が
多
い
傾
向
は
例
年
通
り
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
中
で
も
、「

敬
意
・
関
心
を
持
っ
て
聞
く
」
で
の
“
と

て
も
そ
う
思
う
”
が
伸
び
を
示
し
て
い
る
。
4
回
と

5
回
で
の
“
聴
く
”
の
内
容
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「

将
来
の
目
標

や
、
そ
の
た
め
に
大
学
４
年
間
で
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
、
具
体
化
さ
れ
た
」
や
「
自
分
の
意
見
を
言
う
こ
と
の
大
切
さ
、
人
の
意
見
を

聴
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
等
、
自
由
記
述
に
も
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「

明
星
大
学
の
歴
史
や
教
育
の
特
色
を
知
っ

て
い
る
(2
5.
4%
→
47
.0
%)
」
(図

7)
、「

大
学
の
図
書
館
の
利
用
方
法
を
知
っ
て
い
る
(2
5.
3%
→
88
.1
%)
」
(図

8)
で
も
、
高
い
数
字
を
示

し
て
い
る
。「
こ
れ
か
ら
レ
ポ
ー
ト
作
成
で
も
役
に
立
ち
そ
う
で
あ
る
」の

記
述
か
ら
も
、学

生
に
と
っ
て
効
果
が
あ
っ
た
と
読
み
取
れ
る
。

た
だ
、「

規
律
を
守
っ
て
学
習
活
動
が
で
き
る
(9
1.
2%
→
64
.5
%)
」
(図

9)
は
、
数
値
を
下
げ
た
。
出
席
率
と
の
関
係
を
見
て
も
学
生
の
正

直
な
一
面
を
示
し
て
い
る
。
 

          

 

図
2 

卒
業
後
に
し
た
い
こ
と
（
進
路
）
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
 

           

図
3 

学
生
時
代
に
す
る
べ
き
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
？
 

            

図
4 

明
星
大
学
の
歴
史
や
教
育
の
特
色
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
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・
学
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会

資
料

 

6 
 

              

図
12
 
「
グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
活
動
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 
 

 

            

図
13
 
「
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 

 

 
図

14
 
提
出
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
学
び
が
深
ま
り
ま
し
た
か
？
 

（
※
平
成

28
年
度
か
ら
設
問
の
表
現
を
わ
か
り
や
す
く
変
更
。）

 

  
 

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学

部
長
会

資
料

 

5 
            

図
9 

規
律
を
守
っ
て
学
習
活
動
が
で
き
ま
す
か
？
（
無
断
欠
席
や
遅
刻
を
し
な
い
、
な
ど
）
 

  （
３
）
授
業
の
特
徴
に
関
す
る
質
問
 

 
「
自
立
と
体
験
１
」
の
授
業
の
特
徴
に
関
す
る
５
項
目
で
、
学
生
の
回
答
を
考
察
す
る
。「
『
少
人
数
ク
ラ
ス
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か

(9
0.
7%
)」

(図
10
)、
「『

他
学
部
・
他
学
科
の
学
生
と
の
交
流
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
(9
3.
1%
)」

(図
11
)、
「『

グ
ル
ー
プ
で
の
学
習
活

動
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
(9
1.
5%
)」

(図
12
)、

で
は
、
90
%以

上
の
例
年
通
り
の
高
い
数
字
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の

3
項
目
で

は
、“

と
て
も
そ
う
思
う
”
が
こ
の

3
年
間
で
増
加
し
て
い
る
の
も
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。「

全
学
部
が
散
ら
ば
っ
て
、
様
々
な
学
部

の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
考
え
を
聴
く
こ
と
が
で
き
、
自
分
に
と
っ
て
は
ど
れ
も
新
鮮
で
、
自
分
に
考
え
の
幅
か
広
が
っ
た
」
の
学
生
の

声
が
あ
る
。「
『
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
』
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
(7
7.
7%
)」

(図
13
)、
「
課
題
提
出
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
学
び
が
深
ま
り

ま
し
た
か
(7
9.
1%
)」

(図
14
)と

、
こ
の

2
項
目
に
つ
い
て
も

80
%近

く
の
高
い
数
字
で
あ
る
。「

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
今
ま
で
自
分
が
考

え
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
ど
う
し
た
い
か
を
書
い
て
あ
る
か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
躓
い
た
時
や
前
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
き
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
を
見
て
思
い
出
し
て
参
考
に
し
た
い
」
等
、
こ
の
授
業
の
特
徴
を
理
解
し
、
将
来
に
生
か
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
 

    

図
10
 
「
少
人
数
ク
ラ
ス
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
 

    

        

図
11
 
「
他
学
部
・
他
学
科
の
学
生
と
の
交
流
」
は
役
に
立
ち
ま
し
た
か
？
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 自
由
記
述
か
ら
は
、
次
の
感
想
類
型
が
推
測
さ
れ
る
。
「
当
初
は
不
安
や
苦
手
意
識
も
あ
っ
た
が
、
他
学
部
学
生
と
の
交
流
や
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
の
な
か
で
自
分
を
見
つ
め
直
す
楽
し
い
機
会
に
な
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
や
技
法
を
知
り
、
友
人
も
増
え
、

将
来
の
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
。
自
信
と
積
極
性
を
も
っ
て
、
今
後
の
学
生
生
活
に
臨
む
こ
と
が
で
き
る
」
（
詳
細
は
巻
末
別
表
参
照
）。

 

 ３
．
SA
/T
A・

SA
コ
ー
チ
の
運
用
に
関
し
て
 

（
１
）
SA
/T
A
に
関
し
て
 

今
年
度
は
、
開
講

68
ク
ラ
ス
に
つ
い
て

10
2
名
の
学
生
が

SA
/T
A
と
し
て
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。
 

授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
前
年
度
の
反
省
（「

授
業
の
際
に
、
教
員
の
意
図
と

SA
/T
A
の
サ
ポ
ー
ト
が
ず
れ
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
た
」
な

ど
）
を
踏
ま
え
、
SA
/T
A
研
修
の
内
容
を
改
定
し
て
実
施
（
20
16

年
1
月

27
日

12
:5
5～

14
:5
5、

20
16

年
2
月

1
日

14
:5
5～

16
:5
5）

し
、
授
業
の
主
旨
と

SA
/T
A
の
役
割
（
表

2）
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
い
本
年
度
の
授
業
に
臨
ん
だ
。
 

 

表
2 

SA
/T
A
の
役
割
 

①
 
授
業
担
当
教
員
と
の
円
滑
な
意
思
の
疎
通
を
図
り
授
業
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
す
る
 

 
授
業
資
材
等
の
準
備
 

 
授
業
の
進
行
の
中
で
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
 

 
出
欠
席
等
の
管
理
サ
ポ
ー
ト
 

 
学
生
の
授
業
内
の
様
子
の
報
告
 

②
 
1
年
生
に
と
っ
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
 

 
１
年
生
が
ク
ラ
ス
に
な
じ
め
る
よ
う
に
 

 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
 

 
授
業
の
体
験
の
中
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
 

 
「
自
立
と
体
験
１
」
の
授
業
を
楽
し
め
る
よ
う
に
 

③
 
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
授
業
運
営
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
 

 
（
業
務
日
誌
を
通
じ
て
）
各
ク
ラ
ス
の
様
子
の
報
告
 

 
授
業
担
当
教
員
へ
の
事
務
連
絡
 

 （
２
）
SA

コ
ー
チ
に
関
し
て
 

今
年
度

2
年
目
と
な
っ
た

SA
コ
ー
チ
に
関
し
て
は
、
9
名
の
学
生
が

SA
コ
ー
チ
と
し
て

SA
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
な
っ
た
。
 

SA
コ
ー
チ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
の
反
省
（「

SA
/T
A
の
代
役
と
な
る
場
合
が
多
か
っ
た
等
、
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
」
等
）

を
踏
ま
え
、
4
月
ま
で
に
「
自
立
と
体
験
１
」
チ
ー
ム
の
教
職
員
を
含
め
て
、
SA

コ
ー
チ
の
役
割
と
活
動
に
関
し
て
数
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
活
動
の
詳
細
に
つ
い
て
議
論
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
た
。
 

ま
た

4
月
以
降
は
、
SA

コ
ー
チ
連
絡
会
を
月
に

1
回
程
度
実
施
（
20
16

年
4
月

25
日
、
5
月

27
日
、
6
月

24
日
、
7
月

29
日
）
し
、

SA
コ
ー
チ
と
し
て
活
動
し
て
い
く
う
え
で
の
問
題
点
等
を
確
認
し
、
教
職
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
共
有
し
な
が
ら
活
動
を
進
め
た
。 

な
お
、
SA

コ
ー
チ
の
活
動
に
関
し
て
は
、「

社
会
人
基
礎
力
育
成
グ
ラ
ン
プ
リ

20
16

関
東
地
区
予
選
大
会
」
(2
01
5
年

12
月

6
日
、

拓
殖
大
学
に
て
開
催
)で

発
表
し
、
初
出
場
な
が
ら
準
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。
 

  ４
．
今
年
度
の
改
善
事
項
（
昨
年
度
の
実
施
を
踏
ま
え
て
）
 

（
１
）
単
位
修
得
率
の
向
上
 

平
成

22
(2
01
0)
年
度
以
降
の
「
自
立
と
体
験

1」
の
単
位
修
得
率
は
表

3
の
と
お
り
で
あ
る
（
補
習
授
業
で
の
単
位
修
得
を
除
く
）。

 

 

表
3 

「
自
立
と
体
験
１
」
単
位
修
得
率
 

開
講
年
度
 

平
成

28
年
度
 

平
成

27
年
度
 

平
成

26
年
度
 

平
成

25
年
度
 

平
成

24
年
度
 

平
成

23
年
度
 

平
成

22
年
度
 

単
位
修
得
率
 

（
正
規
授
業
）
 

93
.9
% 

92
.1
% 

91
.3
% 

91
.5
% 

91
.0
％
 

88
.5
％
 

89
.9
％
 

 今
年
度
の
単
位
修
得
率
（
補
習
対
象
学
生
を
除
く
）
は

93
.9

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
り
、
過
去

6
年
間
と
比
較
し
て
最
も
高
く
な
っ
た
。

そ
の
要
因
と
し
て
は
、
次
の
四
項
目
、
①
各
ク
ラ
ス
で
の
教
員
に
よ
る
学
生
へ
の
適
切
な
対
応
、
②
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
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  （
４
）「

た
め
に
な
っ
た
授
業
」
 

 
15

回
を
通
し
て
、
学
生
が
「
た
め
に
な
っ
た
授
業
」
内
容
を
、
そ
の
実
施
各
回
で
訊
い
て
い
る
。
 

学
生
が
「
た
め
に
な
っ
た
」
と
回
答
し
て
い
る
授
業
は
、
15

回
総
数
で

93
78

を
数
え
、
一
人
当
た
り
の
平
均
回
答
数
は

5.
0
で
あ
る
。

中
で
も
、
2
回
目
の
「
新
し
い
環
境
で
他
者
と
出
会
う
」
は
半
数
以
上
で
「
た
め
に
な
っ
た
と
」
し
、「

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
描
く
」

(1
4
回
)、
「
自
分
や
相
手
の
大
切
さ
を
知
る
」
(1
0
回
)も

た
め
に
な
っ
た
と
の
回
答
が
多
い
。
(図

15
) 

「
最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
け
ど
、
回
を
追
う
ご
と
に
安
定
し
て
い
っ
た
」
と
、
学
生
と
の
交
流
か
ら
学
ん
だ
こ
と
も
多
い
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、「

こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
描
く
」
(1
4
回
)、
「
仕
事
と
自
分
に
つ
い
て
考
え
る
」
(1
3
回
)も

「
た
め
に
な
っ
た
」
と

し
て
い
る
。「

将
来
の
目
標
や
、
そ
の
た
め
の
大
学
生
活

4
年
間
で
何
を
し
て
い
く
べ
き
か
、
具
体
化
さ
れ
た
と
思
う
。
こ
の
授
業
を
通
し

て
考
え
た
こ
と
や
立
て
た
目
標
を
実
践
し
て
、
実
り
あ
る
大
学
生
活
を
送
る
」
の
記
述
に
具
体
的
な
学
生
の
考
え
が
表
れ
て
い
る
。
 

                                

  

図
15
 
｢た

め
に
な
っ
た
授
業
｣に

関
す
る
回
答
の
経
年
比
較
 

 （
５
）
自
由
記
述
欄
 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
記
述
欄
「
こ
の
授
業
を
終
え
て
の
感
想
な
ど
を
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
」（

回
答
率

80
.1
%）

か
ら
も
、
学
生
が

「
自
立
と
体
験
１
」
を
通
し
て
何
を
学
ん
で
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
自
由
記
述
に
多
く
登
場
す
る
言
葉
は
、「

自
分
・
自
己
」

(2
6.
3%
)、
「
楽
し
い
・
楽
し
か
っ
た
」
(2
5.
5%
)、
「
他
学
部
・
他
学
科
」
(1
8.
6%
)、
「
関
わ
り
・
関
わ
る
」
(1
4.
7%
)、
「
考
え
た
・
考
え

る
機
会
」
(1
2.
6%
)で

あ
っ
た
。
学
生
た
ち
が
、
個
々
の
授
業
内
容
よ
り
、
そ
れ
ら
が
自
分
に
と
り
ど
の
よ
う
な
経
験
で
あ
っ
た
か
を
重
視

し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
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   ＜
別
表
＞

 

 第
15

回
ア
ン
ケ
ー
ト
自
由
記
述
欄
に
登
場
す
る
言
葉
と
登
場
セ
ル
数
（
N＝

1.
87
4
セ
ル
）
 

語
彙
 

回
数
 

頻
度
 

 
自
分
（
48
5）

（
の
、
に
）
、
自
己
（
7）

（
を
見
つ
め
、
分
析
、
点
検
、
主
張
）
 

49
2 

26
.3
% 

 
楽
し
（
か
っ
た
、
い
、
ん
だ
、
し
く
、
他
）
 

47
8 

25
.5
% 

 
他
学
部
（
28
8）

、
他
学
科
（
47
）
、
（
他
の
、
様
々
な
）
学
系
（
14
）
 

34
9 

18
.6
% 

 
関
わ
（
り
、
る
、
っ
て
、
等
）
（
25
6）

、
か
か
わ
（
り
、
る
、
っ
て
、
等
）
（
20
）
 

27
6 

14
.7
% 

 
考
え
（
る
機
会
、
る
き
っ
か
け
、
た
他
）
 

23
6 

12
.6
% 

 
交
流
 

20
1 

10
.7
% 

 
意
見
（
の
大
切
さ
）
 

18
3 

9.
8%
 

 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

16
1 

8.
6%
 

 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
 

14
0 

7.
5%
 

 
友
（
友
達
、
友
だ
ち
、
友
人
）
 

12
2 

6.
5%
 

 
将
来
（
自
分
の
）
 

10
4 

5.
5%
 

 
た
め
（
89
）
・
為
（
5）

に
な
（
る
、
っ
た
、
り
、
他
）
 

94
 

5.
0%
 

 
大
学
生
活
（
86
）
、
学
生
生
活
（
2）

 
88
 

4.
7%
 

 
他
者
 (
35
)、

他
人
（
29
）
 

64
 

3.
4%
 

 
能
力
（
54
）
（
が
上
が
っ
た
）
、
ス
キ
ル
（
6）

（
ア
ッ
プ
、
足
り
な
い
）
 

60
 

3.
2%
 

 
苦
手
（
を
発
見
、
を
改
善
）
 

60
 

3.
2%
 

 
目
標
 

54
 

2.
9%
 

 
成
長
 

54
 

2.
9%
 

 
不
安
 

50
 

2.
7%
 

 
頑
張
（
ろ
う
、
り
）
（
32
）
、
が
ん
ば
（
ろ
う
、
り
）
（
12
）
 

44
 

2.
3%
 

 
発
表
 

40
 

2.
1%
 

 
積
極
的
（
cf
. 
消
極
的
 1
）
 

32
 

1.
7%
 

 
（
相
手
に
）
伝
え
（
26
）
・
つ
た
え
（
1）

（
る
、
て
、
た
い
）
 

27
 

1.
4%
 

 
人
見
知
り
（
25
）
、
人
み
し
り
（
1）

（
の
自
分
、
が
直
っ
た
）
 

26
 

1.
4%
 

 
先
輩
（
22
）
・
せ
ん
ぱ
い
（
1）

（
在
学
生
、
同
学
科
）
 

23
 

1.
2%
 

 
協
力
 

21
 

1.
1%
 

 
ル
ー
ル
（
10
）
、
マ
ナ
ー
（
11
）
 

21
 

1.
1%
 

 
初
対
面
 

17
 

0.
9%
 

 
発
見
 

14
 

0.
7%
 

 
書
（
く
、
い
て
、
等
）
 

14
 

0.
7%
 

 
発
言
 

13
 

0.
7%
 

 
自
信
（
が
つ
い
た
、
を
持
っ
て
）
 

9 
0.
5%
 

 
自
己
紹
介
 

8 
0.
4%
 

 
図
書
館
 

7 
0.
4%
 

 
職
員
 

4 
0.
2%
 

 
卒
業
生
 

4 
0.
2%
 

 
歴
史
（
大
学
の
）
 

4 
0.
2%
 

 
ポ
ス
タ
ー
 

3 
0.
2%
 

 
討
論
 

2 
0.
1%
 

 
多
様
性
 

2 
0.
1%
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 全
学
的
な
フ
ォ
ロ
ー
、
③
SA

及
び

SA
コ
ー
チ
に
よ
る
学
生
サ
ポ
ー
ト
、
④
欠
席
学
生
へ
の
電
話
連
絡
の
徹
底
、
な
ど
の
例
年
通
り
の

取
り
組
み
を
よ
り
丁
寧
に
行
い
改
善
に
努
め
た
こ
と
が
効
果
的
に
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。前

述
し
た

SA
コ
ー
チ
の
活
動
の
充
実
等
も

プ
ラ
ス
に
働
い
た
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
別
の
要
因
と
し
て
、
初
日
（
授
業
開
始
日
）
の
授
業
が
「
自
立
と
体
験
１
」
だ
っ
た
こ
と
も
影

響
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
 

 （
２
）
授
業
内
容
の
改
善
 

授
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、
特
に
大
き
な
変
更
は
実
施
し
な
か
っ
た
。
 

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、
第
１
4
回
「
こ
れ
か
ら
の
大
学
生
活
を
描
く
」
に
お
い
て
、
社
会
人
基
礎
力
（
明
星
大
学
バ
ー
ジ
ョ
ン
）

を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
冊
子
『
ジ
リ
タ
イ
ま
な
ブ
ッ
ク
』
を
配
付
し
た
。
 

   ５
．
次
年
度
に
向
け
て
 

 
平
成

28
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
出
席
率
・
単
位
修
得
率
と
も
に
、
授
業
実
施

7
年
間
で
最
も
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
授
業
担
当

教
員
、
各
部
署
の
職
員
、
SA

の
学
生
た
ち
と
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
教
員
・
職
員
・
勤
労
奨
学
生
に
よ
る
、「

教
職
学
協
働
」
に
よ
り
、

よ
り
良
い
授
業
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
改
め
て
、
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
 

 
次
年
度
に
向
け
て
、
さ
ら
に
「
自
立
と
体
験
１
」
の
授
業
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
の
改
善
点
を
上
げ
て
お
き
た
い
。
 

 ①
 
15

回
を
通
し
て
出
席
し
続
け
る
意
識
付
け
 

 
 
出
席
率
は
高
か
っ
た
も
の
の
、
各
回
の
出
席
率
を
見
て
い
く
と
、
後
半
に
向
か
っ
て
下
降
し
て
お
り
、
特
に
第
三
節
の
第

12
回
、
第

13
回
、
第

14
回
で
は

80
％
前
後
ま
で
下
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
第
三
節
は
、
今
後
の
学
生
生
活
の
計
画
を
立
て
る
と
い
う
学
生
に

と
っ
て
有
益
な
内
容
で
あ
り
、
出
席
し
た
学
生
の
授
業
評
価
は
高
い
だ
け
に
、
後
半
に
向
か
っ
て
出
席
す
る
学
生
が
減
少
す
る
こ
と
は

非
常
に
残
念
で
あ
る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
第
三
節
の
魅
力
を
伝
え
る
」「

欠
席
す
る
こ
と
の
影
響
を
伝
え
る
」
と
い
っ

た
方
法
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
度
は
学
生
向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
発
行
し
、
あ
る
程
度
の
効
果
を
見
る
こ
と
は
で
き

た
。
 

一
方
、
学
生
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、
前
期
の
後
半
に
向
か
っ
て
体
調
を
く
ず
し
た
り
、
他
の
授
業
の
レ
ポ
ー
ト
や
試
験
に
追
わ
れ

て
時
間
管
理
が
う
ま
く
出
来
な
く
な
っ
た
り
す
る
様
子
も
見
ら
れ
た
。
 

 
 
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
側
面
と
し
て
、
時
間
の
使
い
方
、
計
画
の
立
て
方
等
に
つ
い
て
の
知
識
を
学
ぶ
内
容
を
授
業
内

に
取
り
入
れ
る
と
い
う
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
 

 ②
 
SA

の
役
割
の
強
化
 

 
 
SA

は
担
当
教
員
に
と
っ
て
、
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
、
非
常
に
助
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
声
が
多
い
。
1
年
生
に
と
っ
て
も
魅

力
的
な
存
在
で
、
そ
の
た
め
多
く
の

SA
希
望
者
が
申
し
込
ん
で
く
る
よ
う
に
な
り
、
今
後
何
ら
か
の
選
抜
が
必
要
に
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
研
修
の
実
施
方
法
も
含
め
て
、
SA

の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
ろ
う
。
そ
の
際
、
過
度
な
画
一
化
は
個
々

の
SA

の
良
さ
や
意
欲
を
そ
ぐ
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
の
点
も
考
慮
し
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。
 

 

以
上
 

報
告
書
作
成
：
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

榎
本
達
彦
・
太
田
昌
宏
・
落
合
一
泰
・
菅
原
良
・
鈴
木
浩
子
・
高
橋
南
海
子
・
平
塚
大
輔
・
南
愛
・
百
木
英
明
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付録：② 平成 28 年度 「自立と体験 1」 実施報告

－ 157 －

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

2 
 ２
．
｢自

立
と
体
験
１
｣担

当
教
員
に
つ
い
て
 

（
１
）「

自
立
と
体
験
１
」
担
当
教
員
数
 

 
平
成

22
年
 

平
成

23
年
 

平
成

24
年
 

平
成

25
年
 

平
成

26
年
 

平
成

27
年
 

平
成

28
年
 

専
任
 

45
 

46
 

45
 

45
 

43
 

43
 

41
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

5 
5 

5 
5 

6 
9 

9 

非
常
勤
 

1 
1 

2 
2 

3 
3 

3 

合
計
 

51
 

52
 

52
 

53
 

52
 

55
 

53
 

 （
２
）
平
成

28
年
度
｢自

立
と
体
験
１
｣担

当
教
員
向
け
事
前
説
明
会
参
加
者
 

 
対
象
者
 

参
加
者
 

3
月

3
日
(木

) 
3
月

16
日
（
水
）
 

個
別
対
応
 

シ
ラ
バ
ス
・
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
事
前
説
明
会
 

44
人
 

44
人
 

20
人
 

18
人
 

6
人
 

授
業
手
法
に
関
す
る
説
明
会
 

（
新
し
く
ご
担
当
頂
く
先
生
、
希
望
者
対
象
） 

23
人
 

新
規
 
23

人
 

継
続
 
1
人
 

12
人
 

9
人
 

3
人
 

  （
３
）「

自
立
と
体
験
１
」
代
講
件
数
 

実
施
年
度
 

代
講
件
数
（
延
べ
数
）
 

平
成

22
(2
01
0)
年
 

23
件
 

平
成

23
(2
01
1)
年
 

31
件
 

平
成

24
(2
01
2)
年
 

23
件
 

平
成

25
(2
01
3)
年
 

15
件
 

平
成

26
(2
01
4)
年
 

20
件
 

平
成

27
(2
01
5)
年
 

15
件
 

平
成

28
(2
01
6)
年
 

12
件
 

 （
４
）
｢自

立
と
体
験
１
｣ラ

ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
参
加
者
人
数
 

実
施
年
度
 

参
加
者
人
数
（
延
べ
人
数
）
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

18
4 

  ３
．
SA
・
SA

コ
ー
チ
に
つ
い
て
 

（
１
）「

自
立
と
体
験
１
」
SA

人
数
、
説
明
会
参
加
者
数
、
研
修
会
実
施
日
 

実
施
年
度
 

SA
人
数
 

SA
説
明
会
参
加
人
数
（
概
算
）
 

平
成

22
(2
01
0)
年
度
 

40
名
 

－
 

平
成

23
(2
01
1)
年
度
 

52
名
 

－
 

平
成

24
(2
01
2)
年
度
 

51
名
 

－
 

平
成

25
(2
01
3)
年
度
 

68
名
 

13
0
名
 

平
成

26
(2
01
4)
年
度
 

83
名
 

14
0
名
 

平
成

27
(2
01
5)
年
度
 

92
名
 

15
9
名
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

10
2
名
 

16
7
名
 

※
平
成

25
年
度
よ
り
公
募
（
説
明
会
）
開
始
。
 

  
（
２
）
平
成

28
年
度
「
自
立
と
体
験
１
」
SA

説
明
会
実
施
日
 

実
施
日
 

参
加
人
数
 

平
成

28
(2
01
6)
年

1
月

27
日
（
水
) 

45
名
 

平
成

28
(2
01
6)
年

2
月

1
日
（
月
）
 

48
名
 

平
成

28
(2
01
6)
年

3
月

29
日
（
火
)【

追
加
】
 

6
名
 

平
成

28
(2
01
6)
年

3
月

30
日
（
水
）【

追
加
】
 

10
名
 

合
計
 

10
9
名
 

  

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

1 
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
「
自
立
と
体
験
１
」
デ
ー
タ
記
録
 

20
16

年
9
月

22
日
 

１
．
｢自

立
と
体
験
１
｣受

講
学
生
に
つ
い
て
 

（
１
）
受
講
生
人
数
（
4
月

1
日
現
在
）
 

平
成

22
年
度
 

平
成

23
年
度
 

平
成

24
年
度
 

平
成

25
年
度
 

平
成

26
年
度
 

平
成

27
年
度
 

平
成

28
年
度
 

20
92
 

21
51
 

20
21
 

21
41
 

19
89
 

21
87
 

21
60
 

 （
２
）
出
席
率
 

平
成

22
年
度
 

平
成

23
年
度
 

平
成

24
年
度
 

平
成

25
年
度
 

平
成

26
年
度
 

平
成

27
年
度
 

平
成

28
年
度
 

82
.7
% 

84
.9
% 

85
.1
% 

84
.5
% 

85
.2
% 

85
.5
% 

86
.7
% 

 （
３
）「

自
立
と
体
験
１
」
単
位
修
得
率
 

 
単
位
修
得
率
 

（
正
規
授
業
）
 

単
位
修
得
率
 

（
補
習
を
含
む
）
 

平
成

22
(2
01
0)
年
 

89
.9
％
 

93
.9
％
 

平
成

23
(2
01
1)
年
 

88
.5
％
 

91
.4
％
 

平
成

24
(2
01
2)
年
 

91
.0
％
 

94
.0
％
 

平
成

25
(2
01
3)
年
 

91
.5
％
 

93
.8
％
 

平
成

26
(2
01
4)
年
 

91
.3
％
 

93
.6
％
 

平
成

27
(2
01
5)
年
 

92
.1
％
 

93
.4
％
 

平
成

28
(2
01
6)
年
 

93
.9
％
 

－
 

※
単
位
修
得
率
（
正
規
授
業
）
は

15
回
の
授
業
時
点
で
の
修
得
率
、
単
位
修
得
率
（
補
習
を
含
む
）
は
、
補
習
実
施
後
の
修
得
率
。
 

 
※
単
位
修
得
率
は

4
月

1
日
現
在
の
学
生
数
で
算
出
 

 （
４
）
｢自

立
と

体
験
１
｣補

習
に

つ
い
て
 

          

※
1 

当
日
、
参
加

1
名
含
む
 

※
2 

1
名
退
学
、
1
名
診
断
書
提
出
の
た
め
、
補
習
対
象
者
か
ら
除
か
れ
た
た
め
、
上
記
人
数
か
ら
除
い
て
い
る
。
 

 （
５
）
4
年
在
籍
率
（
留
年
・
離
籍
す
る
こ
と
な
く

4
年
で

4
年
生
に
な
っ
た
率
）
 

 
H1
9
年
度
入
学
生
 

H2
0
年
度
入
学
生
 

H2
1
年
度
入
学
生
 

H2
2
年
度
入
学
生
 

H2
3
年
度
入
学
生
 

H2
4
年
度
入
学
生
 

H2
5
年
度
入
学
生
 

進
級
率
 

70
.2
% 

66
.5
% 

66
.3
% 

70
.9
% 

72
.6
% 

77
.1
% 

80
.4
% 

 （
６
）
3
年
在
籍
率
（
留
年
・
離
籍
す
る
こ
と
な
く

3
年
で

3
年
生
に
な
っ
た
率
）
 

 
 

H1
9
年
度
入
学
生
 

H2
0
年
度
入
学
生
 

H2
1
年
度
入
学
生
 

H2
2
年
度
入
学
生
 

H2
3
年
度
入
学
生
 

H2
4
年
度
入
学
生
 

H2
5
年
度
入
学
生
 

H2
6
年
度
入
学
生
 

進
級
率
 

76
.7
% 

74
.8
% 

73
.7
% 

79
.5
% 

81
.5
% 

85
.0
% 

87
.3
% 

86
.5
% 

   

 
平
成

22
年
度
 

平
成

23
年
度
 

平
成

24
年
度
 

平
成

25
年
度
 

平
成

26
年
度
 

平
成

27
年
度
 

平
成

28
年
度
 

実
施
時
期
 

夏
季
休
暇
期
間
中
 

9
月
～
10

月
 

コ
マ
数
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ
 

9
コ
マ
 

8
コ
マ
 

補
習
対
象
者
 

13
0
名
 

12
8
名
 

89
名
 

92
名
 

78
名
 

66
名
 
※
2 

51
名
 

申
込
者
 

(申
込
率
) 

85
名
 

76
名
 

(5
9%
) 

73
名
 

(8
2%
) 

77
名
 

(8
4%
) 

62
名
 
※
1 

（
79
％
）
 

49
名
 

（
74
％
）
 

－
 

合
格
者
 

(合
格
率
) 

83
名
 

(9
8％

）
 

67
名
 

(8
8%
) 

64
名
 

(8
8%
) 

56
名
 

(7
3%
) 

44
名
 

（
71
％
）
 

30
名
 

（
63
％
）
 

－
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平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

3 
 （
３
）「

自
立
と
体
験
１
」
SA

コ
ー
チ
 

     

 
※
Ｓ
Ａ
コ
ー
チ
は
平
成

27
年
度
よ
り
導
入
。
 

 ４
．
学
内
協
力
部
署
・
職
員
・
学
生
に
つ
い
て
 

（
１
）「

大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
 

①
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
対
応
部
署
（
平
成

22
（
20
10
）
年
度
、
平
成

23
（
20
11
）
年
度
は
、「

大
学
の
施
設
に
ふ
れ
る
」）

 

実
施
年
度
 

部
署
数
 

協
力
部
署
 

平
成

22
(2
01
0)
年
度
 

5 
教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

23
(2
01
1)
年
度
 

7 
教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

24
（
20
12
）
年
度
 

12
 

教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
人
事
課
、
広
報
室
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

平
成

25
(2
01
3)
年
度
 

  

13
 

 教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
人
事
課
、
広
報
室
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
通
信
教
育
部
、
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

 

平
成

26
(2
01
4)
年
度
 

平
成

27
(2
01
5)
年
度
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

14
 

教
務
企
画
課
、
学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
、
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
調
達
セ
ン
タ
ー
、
総
務
課
、
学
長
室
広
報
課
、
人
事
課
、
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
、

通
信
教
育
部
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

※
上
記
以
外
で
「
図
書
館
に
ふ
れ
る
」
の
回
で
、
図
書
館
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
4
週
間
に
わ
た
り
、
延
べ

68
人
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

 ②
平
成

28
(2
01
6)
年
度
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
各
部
署
対
応
人
数
（
延
べ
人
数
）
 

部
署
名
 

教
務
企
画
課
 

学
生
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
 

情
報
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
 

調
達
セ
ン
タ
ー
 

訪
問
グ
ル
ー
プ
数
 

41
 

37
 

38
 

27
 

28
 

35
 

30
 

対
応
者
（
延
べ
人
数
） 

21
 

18
 

11
 

8 
8 

6 
6 

 

部
署
名
 

総
務
課
 

学
長
室
広
報
課
 

人
事
課
 

連
携
研
究
セ
ン
タ
ー
 

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
 

通
信
教
育
部
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

訪
問
グ
ル
ー
プ
数
 

27
 

18
 

33
 

29
 

5 
4 

26
 

対
応
者
（
延
べ
人
数
） 

8 
4 

7 
5 

1 
１
 

6 

 ③
平
成

28
(2
01
6)
年
度
「
大
学
職
員
に
取
材
す
る
」
協
力
部
署
へ
の
事
前
説
明
会
参
加
者
数
 

開
催
日
時
 

参
加
者
 

5
月

13
日
（
金
）
16
:0
0～

17
:0
0 

9 

5
月

18
日
（
水
）
16
:0
0～

17
:0
0 

7 

個
別
対
応
 

1 

 （
２
）
平
成

28
(2
01
6)
年
度
 
｢明

星
大
学
を
知
る
｣D
VD

出
演
団
体
に
つ
い
て
 

実
施
年
度
 

出
演
団
体
 

制
作
協
力
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

剣
道
部
、
BU
KA
SU
、
吹
奏
楽
団
、
体
育
会
本
部
、
DA
SH
、
放
送
研
究
部
 

放
送
研
究
部
、
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

 （
３
）
平
成

28
(2
01
6)
年
度
 
｢自

立
と
体
験
１
｣ゲ

ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
 

実
施
年
度
 

人
数
 

学
部
学
科
学
年
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

3
名
 

人
文
学
部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

3
年

1
名
、
教
育
学
部
教
育
学
科

3
年

1
名
、
人
文
学
部
心
理
学
科

2
年

1
名
 

以
上

 

実
施
年
度
 

SA
コ
ー
チ
人
数
 

（
2
年
生
）
 

SA
コ
ー
チ
人
数
 

（
3
年
生
）
 

合
計
 

平
成

27
(2
01
5)
年
度
 

3
名
 

2
名
 

5
名
 

平
成

28
(2
01
6)
年
度
 

3
名
 

6
名
 

9
名
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平
成

29
年

3
月

9
日
 
学
部
長
会
資
料

 

2 
 2 .
実

施
結

果
 

2.
1 

設
置

ク
ラ
ス

数
 

２
年
生
後
期
科
目
と
し
て
９
ク
ラ
ス
を
開
講
し
た
。
開
講
時
限
は
月
曜
５
限
・
火
曜
５
限
・
水
曜
５
限
・
木

曜
３
限
・
金
曜
３
限
・
金
曜
５
限
と
し
、
木
曜
３
限
は
複
数
ク
ラ
ス
を
設
置
し
た
。
 

 
授
業
は
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
の
８
名
の
教
員
が
担
当
し
た
。
９
ク
ラ
ス
の
う
ち
１
ク
ラ
ス
は
２
名
の
教
員
で

共
同
担
当
し
た
。
１
ク
ラ
ス
あ
た
り
の
履
修
学
生
数
は
、

15
～

30
名
で
あ
っ
た
。

 
 

2.
2 

履
修

者
数
及

び
単
位

修
得
状
況

 
開
講
に
先
立
ち
、
授
業
内
容
告
知
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
、
全
学
科
に
対
し
て
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
授
業
内
容

の
説
明
を
行
っ
た
。

 
前
期
履
修
登
録
時
の
履
修
者
数
は

24
6
名
、
最
終
的
な
履
修
者
数
は

18
8
名
で
あ
っ
た
（
全
欠
席
者

10
名
を
除
く
）。

最
終
的
な
履
修
者
は
、
昨
年
（

20
4
名
）
よ
り

16
名
減
少
し
た
。
単
位
読
み
替
え
の
あ
る
学

科
は
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
（

10
名
）
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
７
名
）
、
経
済
学
科
（

11
8
名
）
で

あ
っ
た
。
自
由
科
目
と
し
て
履
修
し
た
学
生
は

52
名
で
あ
っ
た
。

 
単
位
修
得
率
は

83
.0
％
で
あ
っ
た
。
履
修
者
の
所
属
学
科
及
び
単
位
修
得
状
況
の
詳
細
は
表
１
に
示
す
。

 
 

表
１

 
平
成

28
年

度
学

科
別

履
修

者
数

及
び
単

位
修
得
状

況
 

 

学
部

学
科

名
 

総
計

 
合

格

者
数

 

単
位

 

修
得

率
 

 
理

工
学

部
 
総

合
理

工
学

科
 
生

命
科

学
・
化

学
系

 
2
 

2
 

1
0
0
.0

% 

 
理

工
学

部
 
総

合
理

工
学

科
 
電

気
電

子
工

学
系

 
2
 

1
 

5
0
.0

% 

 
理

工
学

部
 
総

合
理

工
学

科
 
建

築
学

系
 

3
 

3
 

1
0
0
.0

% 

 
理

工
学

部
 
総

合
理

工
学

科
 
環

境
・
生

態
学

系
 

4
 

3
 

7
5
.0

% 

 
人

文
学

部
 
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科

 
7
 

7
 

1
0
0
.0

% 

 
人

文
学

部
 
日

本
文

化
学

科
 

8
 

6
 

7
5
.0

% 

 
人

文
学

部
 
人

間
社

会
学

科
 

3
 

3
 

1
0
0
.0

% 

 
人

文
学

部
 
福

祉
実

践
学

科
 

2
 

1
 

5
0
.0

% 

 
人

文
学

部
 
心

理
学

科
 

1
 

1
 

1
0
0
.0

% 

 
経

済
学

部
 
経

済
学

科
 

1
1
8
 

1
0
7
 

9
0
.7

% 

 
情

報
学

部
 
情

報
学

科
 

4
 

1
 

2
5
.0

% 

 
教

育
学

部
 
教

育
学

科
 

3
 

3
 

1
0
0
.0

% 

 
経

営
学

部
 
経

営
学

科
 

2
0
 

9
 

4
5
.0

% 

 
デ

ザ
イ

ン
学

部
 
デ

ザ
イ

ン
学

科
 

1
0
 

8
 

8
0
.0

% 

 
造

形
芸

術
学

部
 造

形
芸

術
学

科
 

1
 

1
 

1
0
0
.0

% 

総
計

 
1
8
8
 

1
5
6
 

8
3
.0

% 

 
 

 
 

学
部

学
科

名
 

総
計

 
合

格

者
数

 

単
位

 

修
得

率
 

国
コ

ミ
・
経

済
・
造

形
・
デ

ザ
イ

ン
（
卒

業
要

件
と

し
て

算
入

） 
1
3
6
 

1
2
3
 

9
0
.4

% 

そ
の

他
の

学
科

 
5
2
 

3
3
 

6
3
.5

% 

※
全

欠
席
の

履
修
者

を
除
く

 
 

2.
3 

出
席

率
 

平
均
出
席
率
は

72
.0
％
、
最
高
は

80
.3
％
（
第
８
回
）
、
最
低
は

62
.8
％
（
第

13
回
）
で
あ
っ
た
（
全
欠

席
者
を
除
く
）
。
初
期
（
第
１
～
５
回
）
の
出
席
率
は
昨
年
度
（

71
.5
～

75
.6
％
）
と
同
程
度
で
あ
っ
た
が
、

第
５
回
以
降
は
昨
年
度
を
上
回
っ
た
。
昨
年
度
は
第
５
回
以
降
の
出
席
率
の
低
下
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
今
年

度
は
安
定
的
な
出
席
状
況
が
維
持
さ
れ
た
。
出
席
率
の
詳
細
は
図
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

 

平
成

29
年

3
月

9
日
 
学
部
長
会
資
料

 

1 
 

 
平

成
29

年
3
月

2
日

 
学
長
 
大
橋
 
有
弘
 
殿

 
 

授
業

実
施

報
告

書
「

自
立

と
体

験
３

」
（

平
成

2
8
年

度
後

期
）

 

 

 
「
自
立
と
体
験
３
」
担
当
副
学
長
 
高
島
 
秀
樹
 

明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 
菊
地
 
滋
夫
 

 Su
m

m
ar

y（
概
要
）

 
・
 
平
成

28
年
度
は
、
授
業
内
容
の
順
序
、
割
り
当
て
時
間
、
演
習
内
容
（
第
１
～
２
回
：
導
入
時
）、

教
材
（
第

５
～
６
回
：
問
題
解
決
事
例
）
に
一
部
改
訂
を
加
え
、
平
成

27
年
度
と
同
じ
シ
ラ
バ
ス
、
教
育
内
容
で
実

施
し
た
。
改
訂
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
担
当
し
た
教
員
よ
り
概
ね
支
持
を
得
ら
れ
た
。

 
・
 
最
終
的
な
履
修
者
は

18
8
名
で
あ
っ
た
（
全
欠
席
者
除
く
）
。
平
均
出
席
率
は

77
.0
％
、
単
位
修
得
率

88
.0
％

（
15

6
名
）
で
あ
っ
た
。

 
・

 
終

了
時
ア

ン
ケ
ー

ト
に
よ

る
と

、
90

％
以

上
の

学
生
が

、
行

動
目
標

・
到
達

目
標
を

達
成
し

た
と

考
え
、

授
業
を
通
し
た
能
力
の
伸
長
及
び
意
識
の
変
化
を
自
覚
し
、
授
業
に
満
足
を
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
立
と

体
験
４
を
履
修
し
た
い
学
生
は
過
半
数
に
満
た
な
か
っ
た
。

 
・
 
次
年
度
へ
の
課
題
と
し
て
は
、
文
章
作
成
ス
キ
ル
の
学
習
の
導
入
、
社
会
人
基
礎
力
と
授
業
内
容
と
の
関
連

性
の
強
化
、
問
題
解
決
演
習
の
課
題
（
事
例
）
の
再
検
討
が
挙
げ
ら
れ
た
。

 
 1 .
授

業
概

要
 

1.
1 

教
育

目
標

 
チ
ー
ム
で
様
々
な
課
題
や
演
習
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
し
て
、

 
（
１
）
論
理
的
に
考
え
表
現
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

 
（
２
）
問
題
を
発
見
し
解
決
す
る
こ
と
を
学
ぶ
。

 
（
３
）
大
学
生
活
で
も
役
に
立
つ
「
社
会
人
基
礎
力
」
を
伸
ば
す
。

 
（
４
）
自
分
の
持
ち
味
を
知
り
、
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
す
る
。

 
 

1.
2 

行
動

目
標
・

到
達
目

標
 

（
１
）
自
ら
考
え
て
行
動
し
、
主
体
的
に
学
ぶ
。

 
（
２
）
問
題
や
問
題
意
識
の
持
ち
方
を
理
解
し
、
問
題
解
決
技
法
を
身
に
付
け
る
。

 
（
３
）
社
会
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る
。

 
（
４
）
自
分
の
思
い
、
考
え
な
ど
を
適
切
に
表
現
す
る
。

 
 

1.
3 

授
業

内
容

 
平
成

28
年
度
は
、
平
成

27
年
度
「
自
立
と
体
験
３
」
の
課
題
を
受
け
て
、「

授
業
内
容
の
順
序
、
割
り
当

て
時
間
、
演
習
内
容
、
教
材
に
一
部
改
訂
を
加
え
、
平
成

27
年
度
と
同
じ
シ
ラ
バ
ス
、
教
育
内
容
で
実
施
し
、

明
星
大
学
独
自
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
確
立
に
近
づ
け
て
い
く
」
こ
と
を
目
指
し
た
（
授
業
内
容
：
資
料
２
）。

 
主
な
改
訂
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
 

（
１
）
初
回
授
業
で
授
業
内
容
や
授
業
形
式
の
良
さ
を
知
り
、
履
修
継
続
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
１
～
２
回
の
授
業
構
成
を
検
討
し
た
。
具
体
的
に
は
、
問
題
解
決
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
自
分

の
大
学
生
活
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
、
学
部
学
科
横
断
授
業
の
良
さ
を
体
験
的
に

理
解
で
き
る
演
習
（
自
己
紹
介
ワ
ー
ク
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
発
表
演
習
）
を
行
っ
た
。

 
（
２
）
問
題
解
決
技
法
、
問
題
解
決
演
習
（
基
礎
）
、
問
題
解
決
演
習
（
発
展
）
の
展
開
が
時
間
的
に
タ
イ
ト

で
あ
る
と
い
う
課
題
の
改
善
策
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
成
は
変
え
ず
に
、
各
回
の
学
習
活
動
の
流

れ
、
教
材
内
容
を
整
理
し
、
理
解
の
促
進
と
、
現
実
場
面
へ
の
適
応
の
し
や
す
さ
を
促
し
た
。

 

学
部

長
2
9
0
3
0
9
-
1
0
-
3
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4 
 

 取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
は
、

Q
2「

あ
な
た
は
こ
の
授
業
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
」
に
お
い
て
、

非
常
に
積
極
的
に
取
り
組
め
た
」
が

20
％
、「

積
極
的
に
取
り
組
め
た
」
が

51
％
、「

ま
あ
ま
あ
取
り
組
め
た
」

が
28

％
、「
（
出
席
し
た
が
）
あ
ま
り
積
極
的
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
」
は
１
％
で
あ
り
、
概
ね
積
極
的
に
授
業

に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

 
一

方
で

、
Q

4「
来
年

度
の

自
立

と
体

験
４

を
履

修
す

る
か
」

と
い

う
問

い
に

対
し

て
は
、

49
％

の
学
生

が
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
昨
年
の

72
％
と
比
較
す
る
と
、
か
な
り
低
減
し
た
が
、「

履
修

し
た
い
」
は

44
％
で
過
半
数
を
割
っ
て
い
る
。
理
由
と
し
て
「
他
の
授
業
と
の
兼
ね
合
い
に
よ
る
」
、「

役
に
立

つ
と
は
思
う
が
忙
し
く
な
り
そ
う
な
の
で
悩
ん
で
い
る
」
等
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
次
年
度
の
生
活
が
予
測
で
き

な
い
中
で
、
さ
ら
に
上
位
科
目
の
履
修
は
決
め
か
ね
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
ま
た
、
「
卒
業
単
位
に
な
ら
な
い

か
ら
」
と
い
う
回
答
も
あ
り
、
卒
業
単
位
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
、
学
生
の
履
修
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
示
さ

れ
た
。

 
 

3.
4 

教
員

か
ら
見

た
評
価

 
担
当
教
員
か
ら
は
以
下
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

 
（
１
）
平
成

28
年
度
か
ら
の
改
善
点
に
つ
い
て

 
・
第
１
～
第
２
回
に
お
い
て
、
問
題
解
決
技
法
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
自
分
の
大
学
生
活
や
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
に

役
立
つ
こ
と
や
、
学
部
学
科
横
断
授
業
の
良
さ
を
体
験
的
に
理
解
で
き
る
演
習
（
自
己
紹
介
ワ
ー
ク
、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
と
発
表
演
習
）
に
変
更
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
「
進
め
や
す
か
っ
た
」、
「
自
体
３
の
授
業
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
。
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
も
う
ま
く
活
用
で
き
た
」
と
い
う
意
見
が
多
く
示
さ
れ
た
。
一
方
で
、
「
ペ
ー

パ
ー
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
チ
ー
ム
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
授
業
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
、
個
別
の
問
題
解
決
に
フ
ォ

ー
カ
ス
す
る
と
い
う
流
れ
が
で
き
た
」
と
い
う
意
見
も
示
さ
れ
た
。

 
 ・
問
題
解
決
技
法
１
・
２
（
第
５
～
６
回
）
に
お
い
て
、
問
題
解
決
の
事
例
自
体
が
複
雑
で
、
所
定
時
間
内
で
は

消
化
し
き
れ
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
た
め
、
授
業
の
組
み
立
て
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
等
に
修
正
を
加
え
た
。
事

例
と
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
整
合
性
な
ど
、
前
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
た
部
分
は
あ
っ
た
が
、
予
定
さ
れ
た
活
動
を
す
べ

て
行
う
に
は
依
然
と
し
て
時
間
調
整
が
難
し
い
側
面
も
あ
っ
た
。「

問
題
解
決
プ
ロ
セ
ス
が
な
か
な
か
理
解
で
き

ず
、
時
間
が
か
か
っ
た
」
、「

も
っ
と
シ
ン
プ
ル
な
例
で
も
良
い
の
で
は
な
い
か
」
、「

サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
内
容
が

身
近
な
た
め
、
自
分
の
価
値
観
が
入
る
」
、「

宿
題
（
そ
の
後
の
タ
ッ
チ
ラ
グ
ビ
ー
）
は
活
用
で
き
な
か
っ
た
」
等

の
意
見
が
示
さ
れ
た
。

 
 ・
表
現
技
法
３
（
社
会
の
問
題
を
考
え
る
）
を
第
７
回
か
ら
第

10
回
に
移
動
し
た
の
は
、
授
業
の
進
行
上
都
合

が
よ
か
っ
た
。
ク
ラ
ス
の
状
況
に
合
わ
せ
て
柔
軟
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
た
。

 
 （
２
）
そ
の
他
の
授
業
に
関
す
る
事
項

 
・
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
（
文
章
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を
指
導
す
る
機
会
が
無
か
っ
た
。

 
・
論
理
的
思
考
（
問
題
解
決
技
法
）
を
学
ぶ
動
機
付
け
が
難
し
い
。

 
・
社
会
人
基
礎
力
と
の
関
連
が
弱
い
。
授
業
の
ど
こ
と
結
び
つ
く
か
不
明
瞭
。
授
業
で
の
扱
い
が
少
な
い
。

 
・
ロ
ジ
カ
ル
に
考
え
る
こ
と
が
一
般
化
さ
れ
過
ぎ
て
い
る
。
専
門
の
中
で
何
を
学
ん
で
い
る
か
を
考
え
さ
せ
る
ワ

ー
ク
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
な
な
い
か
。

 
 （
３
）
学
生
の
状
況

 
・
能
力
が
あ
る
の
に
適
当
に
す
ま
し
て
、
単
位
取
得
を
優
先
す
る
学
生
（
「
ラ
ク
タ
ン
」
と
い
う
意
識
の
学
生
）

が
い
た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

 
・
卒
業
単
位
に
な
ら
な
い
と
わ
か
っ
た
時
点
で
、
や
め
る
学
生
が
い
た
。

 
・
履
修
者
が
多
い
学
科
の
中
に
は
、
友
達
同
士
で
同
じ
時
間
帯
で
履
修
し
て
い
る
学
生
が
い
る
。
そ
の
中
に
は
、

私
語
の
多
さ
や
異
質
な
他
者
と
の
関
わ
り
が
薄
い
と
い
う
面
を
持
つ
学
生
も
い
る
。

 
  

平
成

29
年

3
月

9
日

 
学
部

長
会
資

料
 

3 
 

 
図

１
 

平
成

28
年

度
 

出
席

率
 

 

 
 3  .
授

業
評

価
 

3.
1 

教
育

目
標
の

達
成

 
「

行
動
目

標
・
到
達

目
標

」
に
関

し
、
終

了
時

の
授

業
ア

ン
ケ

ー
ト
（

資
料

１
）
に
お

い
て
達

成
度
を

尋
ね

た
。

Q
5「

自
ら

考
え

て
行

動
し

、
主

体
的

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

た
」
、

Q
6「

問
題

や
問

題
意

識
の

持
ち

方
を

理

解
し

、
問

題
解

決
技

法
を

身
に

つ
け
た

」
、

Q
7「

社
会

に
関

す
る
関

心
を

高
め

る
こ

と
が

で
き
た

」
、

Q
8「

自
分

の
思

い
、
考

え
な

ど
を

適
切
に

表
現
す

る
こ

と
が

で
き

た
」
の

い
ず
れ

に
お

い
て

も
、「

と
て

も
そ

う
思

う
」「

そ

う
思

う
」

を
合

わ
せ

た
肯

定
的

な
回
答
が

90
％
を

超
え

て
お

り
、
多

く
の

学
生

が
本

授
業

の
行
動

目
標

・
到
達

目
標

を
達

成
し

た
と

考
え

て
い

る
こ
と

が
示

さ
れ

た
。

 
 

3.
2 

能
力

の
伸
長

及
び
意

識
の
変
化

 
「

獲
得
し

た
能

力
や

意
識

」
に

つ
い
て
、
履

修
時

に
期

待
し

て
い
た

こ
と

が
ど

の
程

度
達

成
さ
れ

た
か
を
４
件

法
で

尋
ね

た
。

そ
の

結
果

、
Q

9「
ス

キ
ル

が
身

に
つ

く
」
、

Q
10

「
意

識
や

行
動

が
変

わ
る

」
、

Q
11

「
大

学
生

活
や

将
来

の
役

に
立

つ
」

の
い

ず
れ

の
項

目
に

つ
い

て
も

「
達

成
さ

れ
た

」
、
「

や
や

達
成

さ
れ

た
」

の
合

計
が

84
％
～

91
％

の
範

囲
に

あ
り
、

概
ね
肯

定
的

な
回

答
を

得
ら

れ
た
。

 
ス

キ
ル
や

意
識

の
具

体
的

な
内

容
は

、
自

由
記

述
に

お
い
て
「

文
章
を

書
く

ス
キ

ル
」
、「

考
え

る
力

」
、「

意
見

を
伝

え
る

」
、「

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

」
、「

実
行
力

」
、「

問
題

解
決

ス
キ

ル
」
、「

客
観
的

に
捉
え

る
」
、「

積
極

的

に
取

り
組

む
」
、「

人
と

関
わ
る

」
、「

先
の

こ
と

を
考

え
て
行

動
す
る

」
、「

将
来
を

視
野
に

入
れ
る

」
等
が

挙
げ

ら

れ
た

。
 

 
3.

3 
学

生
の

反
応

 
授

業
に

対
す

る
満

足
度

に
つ
い

て
、

終
了

時
の

授
業

ア
ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

４
件

法
で
尋

ね
た

。
Q

1「
あ

な

た
は

こ
の

授
業

に
出

席
し

て
ど

の
よ
う

に
思

い
ま

し
た

か
」
に

対
し
て
「

良
か

っ
た

」
、「

や
や

良
か

っ
た

」
を
合

わ
せ

た
回

答
が

98
％

、
Q

3「
あ

な
た
は

こ
の

授
業

を
後

輩
に

も
勧
め

ま
す

か
」
に
対

す
る
「

大
い

に
勧

め
た

い
」、

「
勧

め
た

い
」

の
合

計
が

96
％

で
あ
り

、
学

生
の

受
講

後
の

授
業
評

価
は

か
な

り
高

い
も

の
で
あ

っ
た

。
 

そ
の

理
由

と
し

て
自

由
記

述
よ

り
、「

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
が
多

く
て
身

に
付

け
る

ス
キ

ル
が

た
く
さ

ん
あ

っ
た
」、

「
違

う
学

部
の

人
と

関
わ

り
を

持
つ
こ

と
が

で
き

た
」
、「

自
分

の
積

極
性

が
試

さ
れ

る
機

会
で
あ

り
、
そ
れ
が
で

き
て

よ
か

っ
た

」
、「

社
会

に
出

た
時
に

役
に

立
つ

問
題

解
決

力
を
伸

ば
す

こ
と

が
で

き
た

」
、「

就
職

活
動
や
社
会

に
出

る
と

き
の

準
備

に
な

っ
た

」
、
「
将

来
の

こ
と

を
考

え
る

機
会
に

な
っ

た
」

等
の

理
由

が
挙
げ

ら
れ

る
。

 
な

お
、
否

定
的

な
回

答
と

し
て
「
こ

の
授
業

は
卒

業
単

位
に

な
ら
な

い
た

め
勧

め
に

く
い

」
と

い
う
指
摘
が
あ

っ
た

。
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平
成

29
年

3
月

9
日

 
学
部

長
会
資

料
 

6 
 資

料
１

 
授

業
終

了
時
ア

ン
ケ

ー
ト

の
集

計
結

果
 

 

平
成

29
年

3
月

9
日
 
学
部
長
会
資
料

 

5 
  4 .
次

年
度

に
向

け
て

の
課

題
 

 （
１
）
 文

章
作
成
ス
キ
ル
の
学
習
の
導
入
の
検
討

 
文
章
の
作
成
に
つ
い
て
は
、
毎
回
の
授
業
で

20
0
字
の
振
り
返
り
を
書
く
と
い
う
宿
題
と
、
１
回
の
レ
ポ
ー

ト
課
題
を
課
し
て
い
る
が
、
全
体
的
に
論
理
的
な
文
章
を
書
く
力
が
弱
い
。
本
授
業
の
時
間
内
で
は
、
文
章
作
成

法
に

つ
い

て
学
習

す
る
時

間
や

書
か
れ

た
文
章

に
つ
い

て
十

分
な
フ

ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

を
す

る
時
間

を
と
っ

て
い

な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
年
度
の
課
題
と
し
て
は
、
論
理
的
な
文
章
の
作
成
方

法
に
つ
い
て
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
。

 
 （
２
）
社
会
人
基
礎
力
（
明
星
大
学
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
と
授
業
内
容
と
の
関
連
性
の
強
化

 
 
本
授
業
で
は
、
授
業
の
開
始
時
、
終
了
時
に
社
会
人
基
礎
力
を
測
定
し
、
こ
の
結
果
に
基
づ
い
た
目
標
設
定
を

行
う
が
、
授
業
に
お
け
る
学
習
活
動
と
社
会
人
基
礎
力
と
の
結
び
つ
き
が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
、
授
業
内
で
の
扱

い
が
少
な
い
た
め
、
意
識
さ
れ
に
く
く
、
社
会
人
基
礎
力
が
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
次
年
度
は
、
社
会
人
基
礎
力
と
授
業
内
容
と
の
関
連
性
の
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

 
 （
３
）
問
題
解
決
技
法
１
・
２
の
教
材
の
検
討

 
問
題
解
決
技
法
の
教
材
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
に
お
い
て
も
、
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
が
、
ま
だ
問
題

解
決
プ
ロ
セ
ス
の
理
解
と
活
用
を
促
す
に
は
、
事
例
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
や
難
易
度
と
い
う
点
で
課
題
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
次
年
度
は
、
問
題
解
決
技
法
（
第
５
・
６
回
）
の
事
例
の
扱
い
方
を
中
心
に
検
討
す
る
。

 
 

以
上
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平
成

29
年

3
月

9
日
 
学
部
長
会
資
料

 

8 
 ６

 

問
題

解
決

技
法

２
 

問
題

解
決

の
プ

ロ
セ

ス

を
学

ぶ
 

・
問

題
解

決
の

プ
ロ

セ
ス

を
理

解
す

る
 

・
問

題
解

決
の

手
法

を
使

っ
て

み
る

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

問
題

解
決

の
プ

ロ
セ

ス
（
講

義
） 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

実
践

（
G

W
） 

４
．

チ
ー

ム
活

動
の

振
り

返
り

（
チ

ェ
ッ

ク
リ

ス
ト

使
用

） 

５
．

振
り

返
り

 

７
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
基

礎
＞

１
 

現
状

の
理

解
・
原

因
の

特
定

 

・
問

題
解

決
の

基
礎

を
、

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

 

・
個

人
の

問
題

を
取

り
上

げ
て

具
体

的

に
考

え
る

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

自
分

の
問

題
を

解
決

す
る

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

・
一

人
１

分
間

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
実

践
 

３
．

問
題

の
認

識
・
現

状
の

理
解

・
原

因
の

特
定

 

４
．

振
り

返
り

 

８
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
基

礎
＞

２
 

解
決

策
の

構
想

 

・
問

題
解

決
の

基
礎

を
、

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

自
分

の
問

題
を

解
決

す
る

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

課
題

の
設

定
・
解

決
策

の
構

想
・
解

決
策

の
分

析
・
行

動
計

画
の

策
定

 

６
．

振
り

返
り

 

９
 

問
題

解
決

演
習

 

＜
基

礎
＞

３
 

問
題

解
決

演
習

＜
基

礎

＞
の

振
り

返
り

 

 

・
問

題
解

決
の

基
礎

を
、

演
習

を
通

し
て

学
ぶ

 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

演
習

基
礎

の
振

り
返

り
 

４
．

問
題

解
決

演
習

発
展

の
準

備
 

５
．

振
り

返
り

 

1
0 

表
現

技
法

３
 

社
会

的
な

問
題

を
話

し

合
う

 

・
見

方
を

変
え

て
議

論
を

深
め

る
体

験

を
す

る
 

・
社

会
的

な
問

題
を

話
し

合
う

 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

社
会

的
な

問
題

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

 

４
．

議
論

を
深

め
る

体
験

を
す

る
 

 
 

 

５
．

振
り

返
り

 

1
1 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

１
 

現
状

の
理

解
・
原

因
の

特
定

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
自

分
た

ち
で

主
体

的
に

授
業

に
取

り

組
む

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

１
（
問

題
認

識
、

現
状

理
解

） 

４
．

振
り

返
り

 

1
2 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

２
 

解
決

策
の

構
想

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
自

分
た

ち
で

主
体

的
に

授
業

に
取

り

組
む

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

２
（
原

因
特

定
、

課
題

設
定

） 

４
．

振
り

返
り

 

1
3 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

３
 

解
決

策
の

プ
レ

ゼ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
自

分
た

ち
で

主
体

的
に

授
業

に
取

り

組
む

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

３
（
解

決
策

構
想

～
計

画
策

定
）
 

４
．

振
り

返
り

 

1
4 

問
題

解
決

演
習

 

＜
発

展
＞

４
 

解
決

策
の

プ
レ

ゼ
ン

テ

ー
シ

ョ
ン

 

問
題

解
決

演
習

＜
発

展

＞
の

振
り

返
り

 

・
問

題
解

決
技

法
を

活
用

し
て

み
る

 

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
実

践
し

て
み

る
 

・
チ

ー
ム

の
中

で
の

自
分

を
振

り
返

る
 

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

社
会

や
生

活
に

関
す

る
テ

ー
マ

に
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
む

 

２
．

個
人

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

３
．

問
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

４
（
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

） 

４
．

問
題

解
決

演
習

発
展

の
振

り
返

り
 

５
．

振
り

返
り

 

1
5 

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

 

自
分

の
持

ち
味

を
探

る

今
後

の
行

動
を

考
え

る
 

・
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

考
え

方
を

知
る

 

・
自

分
の

持
ち

味
を

知
る

 

・
今

後
の

行
動

計
画

を
た

て
る

 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

授
業

全
体

を
振

り
返

る
 

 
 

（
社

会
人

基
礎

力
チ

ェ
ッ

ク
・
振

り
返

り
シ

ー
ト

作
成

）
 

３
．

今
後

の
行

動
計

画
を

た
て

る
 

 
 

 
（
３

年
次

の
抱

負
、

今
後

の
行

動
計

画
）
  

以
上

 
 

平
成

29
年

3
月

9
日

 
学
部

長
会
資

料
 

7 
 

 
  資

料
２

 
平

成
28

年
度

 
自
立

と
体

験
３

 
授

業
内
容

一
覧

 
 回

 
授

業
名

 
授

業
の

ね
ら

い
 

主
な

授
業

内
容

 

１
 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

授
業

全
体

の
概

要
 

・
「
自

立
と

体
験

３
」
に

興
味

を
持

つ
 

 ・
授

業
で

身
に

つ
く
力

を
理

解
す

る
 

１
．

授
業

の
ね

ら
い

と
内

容
の

紹
介

 
２

．
自

立
と

体
験

３
の

特
徴

に
触

れ
る

 
 

 
 

・
自

己
紹

介
ワ

ー
ク

 
３

．
自

立
と

体
験

３
の

特
徴

を
知

る
 

４
．

振
り

返
り

・
ア

ン
ケ

ー
ト

 

２
 

チ
ー

ム
活

動
技

法
 

チ
ー

ム
で

話
し

合
い

発

表
す

る
 

・
チ

ー
ム

で
協

力
し

て
活

動
す

る
体

験

を
す

る
 

・
チ

ー
ム

で
話

し
合

い
、

発
表

を
ま

と
め

る
ポ

イ
ン

ト
を

理
解

す
る

 
・
チ

ー
ム

活
動

に
必

要
な

ポ
イ

ン
ト

を
理

解
す

る
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

大
学

生
活

を
振

り
返

る
演

習
 

３
．

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

と
発

表
演

習
 

４
．

チ
ー

ム
活

動
の

振
り

返
り

 
５

．
振

り
返

り
 

 

３
 

表
現

技
法

１
 

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
 

・
自

分
の

意
見

を
論

理
的

に
述

べ
る

 

・
相

手
の

意
見

を
整

理
し

て
聴

く
 

・
他

者
の

意
見

を
聞

い
て

意
見

を
述

べ

る
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

個
人

目
標

設
定

 

３
．

論
理

的
に

話
す

 

４
．

意
見

を
述

べ
る

 

５
．

振
り

返
り

 

４
 

表
現

技
法

２
 

話
し

合
っ

て
結

論
を

出

す
 

・
他

者
と

異
な

る
意

見
を

述
べ

る
こ

と
に

慣
れ

る
 

・
お

互
い

の
意

見
を

も
と

に
合

意
形

成

を
行

う
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

話
し

合
っ

て
結

論
を

出
す

 

３
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

基
本

 

４
．

振
り

返
り

 

５
 

問
題

解
決

技
法

１
 

問
題

解
決

を
体

験
す

る
 

・
問

題
や

問
題

意
識

の
持

ち
方

を
理

解

す
る

 

・
問

題
解

決
の

体
験

を
す

る
 

１
．

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
 

２
．

問
題

の
種

類
と

問
題

意
識

の
持

ち
方

 

３
．

問
題

解
決

体
験

（
ケ

ー
ス

「
タ

ッ
チ

ラ
グ

ビ
ー

サ
ー

ク
内

部
分

裂
問

題
」
） 

４
．

振
り

返
り
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平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

2 
 

平
成

28
年

10
月

5
日

 
学
長
 
大
橋
 
有
弘

 殿
 

 
平

成
28

年
度

「
自
立

と
体

験
４

」
実

施
報
告

書
 

 
「
自
立
と
体
験
１
」
担
当
副
学
長
 
高
島
 
秀
樹

 
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 
菊
地
 
滋
夫

 
１

．
授

業
概

要
 

 
1
.
1
 
教
育
目
標
 

 
（
１
）
自
己
実
現
を
目
指
し
、
職
業
を
持
つ
社
会
人
と
し
て
自
立
で
き
る
能
力
と
意
欲
を
育
て
る
こ
と
。

 
 
（
２
）
生
涯
を
通
じ
て
の
継
続
的
な
学
習
意
欲
と
就
業
力
を
育
て
る
こ
と
。

 
 

（
３
）

キ
ャ
リ

ア
教
育

の
最

終
手
段

と
し
て

、
具
体

的
に

自
ら
の

将
来
像

、
仕
事

、
就

職
に
つ

い
て
考

え
る
力
と
意
欲
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 
  
1.
2
 
行
動
目
標
・
到
達
目
標
 

（
１
）
自
ら
の
課
題
を
設
定
し
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
。

 
（
２
）
就
職
活
動
の
前
提
と
な
る
意
識
と
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 
（
３
）
社
会
人
の
考
え
方
に
触
れ
、
働
く
イ
メ
ー
ジ
や
就
業
観
を
身
に
つ
け
る
こ
と
。

 
（
４
）
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
自
己
を
見
つ
め
自
己
表
現
力
を
鍛
え
る
こ
と
。

 
 

 
1.
3
 
授
業
内
容
 

 
 
平
成

28
年
度
は
、
平
成

27
年
度
の
課
題
を
受
け
て
、
全
体
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
は
大
き
く
変
え
ず

に
、

順
序
、

授
業
内

容
、

教
材

に
一

部
修

正
を
加

え
授

業
改

善
を

行
っ

た
。
主

な
改

訂
ポ

イ
ン

ト
は

以

下
の
と
お
り
で
あ
る
。（

全
15

回
の
授
業
内
容
は
、
資
料

1
を
参
照
）

 
 
（
１
）
「
自
立
と
体
験
４
」
を
学
ぶ
上
で
前
提
と
な
る
“
働
く
意
識
”
や
“
働
く
先
と
な
る
場
（
会
社
や

組
織
）”

に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
る
授
業
内
容
を
導
入
時
に
実
施
。

 
（
２
）
学
生
の
主
体
的
な
学
び
を
促
進
す
る
た
め
に
ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
計
画
（
依
頼
者
探
し
、

 
実
施
計
画
）
段
階
に
十
分
な
時
間
を
確
保
し
、
実
施
内
容
を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
。

 
 
（
３
）
「
仕
事
理
解
を
深
め
る
取
り
組
み
」
と
し
て
、

PC
を
活
用
し
た
企
業
や
仕
事
に
関
す
る
情
報
検

索
や
相
互
に
学
び
合
う
ジ
グ
ソ
ー
法
を
取
り
入
れ
た
情
報
収
集
演
習
の
実
施
。

 
（
４
）「

授
業
に
最
後
ま
で
出
席
す
る
意
識
を
高
め
る
」
工
夫
と
し
て
、
ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
発
表
時

 
期
の
後
ろ
倒
し
と
振
り
返
り
内
容
の
充
実
。

 
 

２
．
実
施
結
果
  

2
.
1
 
開
講
曜
日
・
時
限
  

 
３
年
生
前
期
科
目
と
し
て
、
計

7
ク
ラ
ス
を
開
講
し
た
。
7
ク
ラ
ス
の
う
ち

2
ク
ラ
ス
は

2
名
の
教
員
 

で
共
同
担
当
し
た
。
経
済
学
科
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
の

2
学
科
が
学
科
科
目
に
読
み
替
え
の
措
置
を
行
っ

 
た
。
授
業
の
開
講
曜
日
時
限
は
表

1
の
通
り
で
あ
る
。

 

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学

部
長
会

資
料

 

1 
 

平
成

28
年

10
月

5
日

 
学

長
 
大

橋
 

有
弘

 殿
 

 
 

平
成

28
年
度

「
自

立
と

体
験

４
」

実
施

報
告

書
 

 
「

自
立
と

体
験

１
」

担
当

副
学

長
 
高

島
 

秀
樹

 
明

星
教
育

セ
ン

タ
ー

長
 

菊
地

 
滋
夫

 
 

 

【
報
告
要
旨
】

  

・
3
年
生

前
期

科
目

と
し

て
計

7
ク

ラ
ス

を
開

講
し

た
。

  

・
経

済
学

科
、

デ
ザ

イ
ン

学
科

で
は
、

学
科

科
目

へ
の

読
み

替
え
措

置
が

講
じ

ら
れ

た
。

  

・
履

修
者

数
は

11
3
名

で
あ
っ

た
（
昨

年
度
は

18
7
名

）。
  

・
単

位
修

得
率
は

83
.9

%
で
あ

っ
た
（

昨
年

度
は

80
.3

%
）。

  

・
出

席
率
は

79
.4

%
で

あ
っ
た

（
昨
年

度
は

75
.9

%
）。

  

・
ア

ン
ケ

ー
ト

に
回

答
し

た
学

生
の
す

べ
て

が
授

業
に

参
加

し
て
良

か
っ

た
、

や
や

良
か

っ
た
と

肯
定

 

的
に

回
答

し
た

。
  

・
自

由
記

述
欄

に
は

、
他

学
部

と
の
交

流
に

対
す

る
肯

定
的

な
意
見

に
加

え
、

こ
の

授
業

に
よ
っ

て
自

 

己
理

解
が

深
ま

り
、
就

職
に
向

け
て
考

え
る

き
っ

か
け

に
な

っ
た
と

多
く

の
学

生
が

回
答

し
て
い
る
。 

 

・
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
イ

メ
ー
ジ

で
き

て
い

る
と

回
答

し
た
学

生
は

43
%
で
あ

り
、

半
分
以

上
の

 

学
生

は
卒

業
後

の
進

路
に

つ
い

て
イ
メ

ー
ジ

で
き

て
い

な
か

っ
た
。

  

・
次

年
度

に
向

け
て

の
主

な
改

善
点
は

、
ク

ラ
ス

に
よ

る
履

修
者
数

の
ば

ら
つ

き
を

抑
え

て
平
準

化
を

 

図
る

こ
と

と
、

仕
事

や
将

来
に

つ
い
て

よ
り

自
分

に
引

き
寄

せ
て
考

え
る

力
が

十
分

に
獲

得
で
き

る
 

よ
う

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
さ

ら
な

る
充
実

を
図

る
こ

と
で

あ
る

。
 

学
部

長
2
8
1
0
1
3
-
5
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平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

4 
 ３
．
授
業
評
価
 

 
3
.
1
 
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
 

（
１
）
授
業
評
価
 

 
 

ア
ン

ケ
ー

ト
に

回
答
し
た

す
べ
て

の
学
生

が
、

授
業
へ

参
加
し

て
良
か

っ
た

、
や
や

良
か
っ

た
と
肯

定
的

に
回
答

し
た

。
自
由

記
述

欄
に

は
、

他
学

部
と
の

交
流

に
対

す
る

肯
定

的
な
意

見
に

加
え

、
こ

の

授
業

に
よ
っ

て
自

己
理
解

が
深

ま
り

、
就

職
に

向
け
て

考
え

る
き

っ
か

け
と

な
っ
た

と
多

く
の

学
生

が

回
答
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
「
他
学
部
と
の
交
流
が
あ
る
か
ら
（
良
か
っ
た
）」
「
自
分
の
過
去
や
経

験
を
将
来
に
繋
げ
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「

就
職
に
向
け
て
こ
れ
か
ら
自
分
が
何
を
す
べ
き
か
知
れ

た
」
「
将
来
の
こ
と
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
。
 

 
 

学
生

の
授
業

へ
の
取

り
組

み
（
積

極
性
）

に
つ
い

て
は

、
7
8
％

が
積
極

的
に
取

り
組

め
た
と

回
答
し

て
い

る
。
ま

た
、
こ

の
授

業
に

出
席

し
て

就
職
に

対
す

る
意

識
が

高
ま

っ
た
か

に
つ

い
て

は
、

9
7
％

が

高
ま

っ
た
と

答
え
、

そ
の

理
由

と
し

て
就

職
に
対

す
る

知
識

が
得

ら
れ

た
こ
と

や
ジ

ョ
ブ

イ
ン

タ
ビ

ュ

ー
の

体
験
を

挙
げ
て

い
る

学
生

が
多

く
み

ら
れ
た

。
授

業
評

価
に

つ
い

て
は
、

す
べ

て
の

項
目

に
お

い

て
昨
年
度
と
比
べ
て
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
 

 （
２
）
キ
ャ
リ
ア
意
識
、
仕
事
・
職
業
意
識
 

 
 
生
き
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
肯
定
的
に
回
答
し
た
学
生
は

9
2％

（
昨
年

9
0％

）、
様
々

な
仕
事
に
つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
た
と
回
答
し
た
学
生
は

8
9
％
（
昨
年

8
1%
）
で
あ
っ
た
。
自
身
の
仕

事
・
職
業
意
識
に
つ
い
て
は
、
自
分
が
社
会
に
出
て
働
き
、
貢
献
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て

7
7％

（
昨

年
8
5
％
）
の
学
生
が
イ
メ
ー
ジ
を
持
て
た
と
回
答
し
、
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
に
楽
し
さ
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
7
8％

（
昨
年

81
％
）
が
そ
う
思
う
と
回
答
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
分

に
と
っ
て
の
や
り
が
い
や
働
く
意
義
が
は
っ
き
り
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
8
1％

（
昨
年

8
8
％
）
の
学
生

が
そ

う
だ
と

回
答
し

て
い

る
。

こ
の

結
果

か
ら
授

業
を

通
し

て
、

生
き

方
を
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

っ

た
が

、
仕
事

・
職
業

意
識

を
深

め
、

自
分

自
身
に

引
き

寄
せ

て
仕

事
や

将
来
に

つ
い

て
考

え
る

力
が

十

分
に
獲
得
で
き
た
と
い
う
実
感
が
少
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
 

 （
３
）
獲
得
し
た
い
意
識
と
能
力
 

 
 
自
分
で
考
え
行
動
し
、
判
断
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
肯
定
的
に
答
え
た
学
生
が

96
％
で
あ

っ
た

。
こ
の

授
業
を

通
し

て
伸

び
た

と
思

う
ス
キ

ル
に

つ
い

て
の

質
問

（
複
数

回
答

）
で

は
、

聴
く

力

（
1
7
%
）、

プ
レ
ゼ
ン
力
(
1
4
%)
、
チ
ー
ム
活
動
（
1
4
%
）、

情
報
収
集
の
仕
方
（
1
3
%）

が
高
か
っ
た
。
 

 （
４
）
そ
の
他
 

 
 
卒
業
後
の
進
路
は
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
と
回
答
し
た
学
生
が

4
3
%と

、
半
分
以
上
の
学
生
が
卒
業

後
の

進
路
に

つ
い
て

イ
メ

ー
ジ

で
き

て
い

な
か
っ

た
。

具
体

的
な

進
路

は
イ
メ

ー
ジ

で
き

て
い

な
い

も

の
の
こ
の
夏
休
み
に
就
職
活
動
の
た
め
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
と
し
て

79
％
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ

に
参
加

し
た
い

と
回

答
し

て
い

る
。

ま
た
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

以
外
で

こ
の

夏
休

み
に

取
り

組

み
た
い
こ
と
と
し
て
、
筆
記
試
験
や

S
P
I、

資
格
取
得
の
た
め
の
勉
強
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
た
。
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【
表

1】
開
講

曜
日
時
限
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
）

は
ク

ラ
ス

数
 

開
講
曜
日
時
限

 
教
員
数

 
人
数

 
開
講
曜

日
時

限
 

教
員

数
 

人
数

 

月
曜
日

3
限
（

2）
 

各
1
名

 
63

 
木
曜
日

3
限

（
1）

 
2
名

 
6 

月
曜
日

5
限
（

1）
 

1
名

 
7 

金
曜
日

3
限

（
1）

 
2
名

 
14

 

火
曜
日

3
限
（

1）
 

1
名

 
18

 
金
曜
日

5
限

（
1）

 
1
名

 
5 

 
全
体
（

7
ク

ラ
ス

）
 

11
3 

 2
.
2
 
履
修
者
数
及
び
単
位
修
得
状
況
 

 
平
成

2
8
年
度
の
履
修
者
数
は
、
1
13

名
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
の

1
8
7
名
と
比
べ
て
減
少
し
た
。
学
部

学
科
別
の
履
修
者
数
は
表

2
の
通
り
で
あ
る
。
 

単
位
修
得
者
は
、

94
名
で
単
位
修
得
率
は

83
.9
％
だ
っ
た
。
昨
年
度
の

80
.3
％
と
比
べ
て

3.
6
ポ
イ
ン

ト
上
が
っ
た
。
 

             2.
3
 
出
席
率
 

 
平
成

28
年
度
の
出
席
率
の
平
均
は

7
9
.
4％

だ
っ
た
。
昨
年
度
の

7
5
.
9％

と
比
較
す
る
と

3
.
5
ポ
イ

ン
ト
上
が
っ
た
。
最
も
高
か
っ
た
の
は
、
第
１
回
目
の

8
9.
7
％
、
最
も
低
か
っ
た
の
は
第

15
回
目
の

6
1
.
6
％
で
あ
っ
た
。
授
業
回
毎
の
出
席
率
は
表

3
の
通
り
で
あ
る
。
 
 
 

【
表
３
】
出
席
率
 

 

      

＊
履

修
登

録
者

11
3
名

の
う

ち
授

業
に

1
度

も
出

席
し

て
い

な
い

学
生

が
１
名

い
た
。
単

位
修

得
率
と

出
席

率
は

履
修

者
11
3
名

か

ら
そ

の
１
名

を
除
い

た
11
2
名

で
計

算
し

て
い

る
。
 

授
業
回

数
 

出
席
率（

全
体
） 

平
成

27
年
度
 

出
席
率（

全
体

） 

第
1
回
 

89
.7
 

83
.1
 

第
2
回
 

86
.1
 

87
.4
 

第
3
回
 

88
.8
 

79
.8
 

第
4
回
 

74
.3
 

79
.8
 

第
5
回
 

78
.8
 

76
.0
 

 

授
業
回

数
 

出
席
率（

全
体
） 

平
成

27
年
度

出
席
率（

全
体

） 

第
6
回
 

79
.2
 

78
.7
 

第
7
回
 

77
.9
 

78
.7
 

第
8
回
 

83
.2
 

76
.0
 

第
9
回
 

77
.9
 

77
.0
 

第
10

回
 

83
.2
 

75
.4
 

 

授
業
回

数
 

出
席
率（

全
体
） 

平
成

27
年
度

出
席
率（

全
体

） 

第
11

回
 

77
.0
 

74
.9
 

第
12

回
 

81
.4
 

75
.4
 

第
13

回
 

77
.0
 

72
.1
 

第
14

回
 

78
.2
 

66
.7
 

第
15

回
 

61
.6
 

57
.9
 

平
均
 

79
.4
 

75
.9
 

学
部
学

科
名
 

平
成

28
年
 

平
成

27
年
 

履 修 者
 

単 位 修 得 者
 

履 修 者
 

単 位 修 得 者
 

経
済
学

部
経
済
学
科
 

74
 

61
 

47
 

40
 

造
形
学

部
造
形
学
科
 

- 
- 

39
 

31
 

デ
ザ
イ

ン
学
部
デ
ザ
イ
ン
学

科
 

9 
8 

0 
0 

情
報
学

部
情
報
学
科
 

1 
1 

10
 

6 

人
文
学

部
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
学
科
 

6 
5 

26
 

21
 

人
文
学

部
人
間
社
会
学
科
 

1 
1 

8 
6 

人
文
学

部
日
本
文
化
学
科
 

0 
0 

5 
4 

人
文
学

部
福
祉
実
践
学
科
 

0 
0 

1 
1 

学
部
学

科
名
 

平
成

28
年
 

平
成

27
年
 

履
 

修
 

者
 

単 位 修 得 者
 

履 修 者
 

単 位 修 得 者
 

人
文
学

部
心
理
学
科
 

4 
4 

7 
4 

教
育
学

部
教
育
学
科
 

7 
5 

12
 

11
 

経
営
学

部
経
営
学
科
 

0 
0 

0 
0 

理
工
学

部
総
合
理
工
学
科
環

境
・
生
態
学
系
 

3 
3 

4 
4 

理
工
学

部
総
合
理
工
学
科
機

械
工
学
系
 

0 
0 

1 
1 

理
工
学

部
総
合
理
工
学
科
建

築
学
科
 

0 
0 

5 
4 

理
工
学

部
総
合
理
工
学
科
生

命
科
学
・
化
学
系
 

3 
3 

10
 

9 

理
工
学

部
総
合
理
工
学
科
電

気
電
子
工
学
系
 

0 
0 

7 
2 

理
工
学

部
総
合
理
工
学
科
物

理
学
系
 

5 
3 

5 
3 

総
 
計
 

11
3 

94
 

18
7 

14
7 

 

【
表
２
】
学
部
学
科
別
履
修
者
数
と
単
位
修
得
者
数
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に
学
生
に
可
能
な
限
り
ク
ラ
ス
移
動
を
促
す
な
ど
ク
ラ
ス
人
数
の
平
準
化
を
図
り
た
い
。
 

 
 

 
ま

た
、
今

回
少
人

数
ク

ラ
ス
が

で
き
た

の
は
全

体
の

履
修
登

録
者
が

少
な
か

っ
た

こ
と
も

影
響
し

て
い

る
。
そ

の
た
め

、
全
体
の

履
修

登
録

者
を
増

や
す
取
り

組
み

に
つ

い
て
も

今
後
何
が

で
き

る
か

検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

  
（
２
）
社
会
に
お
け
る
仕
事
と
自
分
自
身
が
働
く
こ
と
と
の
結
節
点
を
持
た
せ
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
 

 
 

 
今

回
、
ジ

ョ
ブ
イ

ン
タ

ビ
ュ
ー

演
習
を

強
化
し

た
こ

と
に
よ

っ
て
、

様
々
な

仕
事

へ
の
理

解
、
社

会
人
の
職
業
観
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
が
多
く
、
学
生
の
理
解
が
進
ん
だ
面
が
あ
っ
た
。
そ
の
反
面
、

自
分

自
身
に

引
き
寄

せ
て
仕
事

や
将

来
に

つ
い
て

考
え
る
力

が
十

分
に

獲
得
で

き
た
と
い

う
実

感
が

少
な

か
っ
た

点
が
ア

ン
ケ
ー
ト

結
果

か
ら

見
ら
れ

た
。
前
半

の
授

業
で

行
っ
た

自
己
理
解

と
後

半
の

ジ
ョ

ブ
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
で
の
学

び
が

上
手

く
関
連

付
け
さ
れ

て
い

な
か

っ
た
こ

と
が
要
因

と
し

て
考

え
ら
れ
る
。
 

 
 

 
次

年
度
は

、
全
体

の
授

業
構
成

の
バ
ラ

ン
ス
を

再
考

し
、
学

生
自
身

が
将
来

に
向

け
て

ど
の

よ
う

な
一

歩
を
歩

ん
で
い

き
た
い
の

か
、

上
記

で
述
べ

た
自
己
と

社
会

と
仕

事
と
を

そ
れ
ぞ
れ

結
節

さ
せ

る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
に
向
け
て
、
検
討
し
た
い
。
 

  

以
 
上

 
 

報
告
書
作
成
：
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
 

榎
本
達
彦
・
太
田
昌
宏
・
落
合
一
泰
・
菅
原
良
・
鈴
木
浩
子
 

高
橋
南
海
子
・
平
塚
大
輔
・
南
愛
・
百
木
英
明
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受
講

の
き
っ

か
け
に

つ
い

て
（
複

数
回
答

）
は
、

自
立

と
体
験

３
を
受

講
し
た

か
ら

と
回
答

し
た
学

生
が

2
9
％
と
最
も
高
く
、
次
に
就
職
活
動
に
不
安
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
学
生
が

2
4%
、
自
分
の
可
能

性
を
伸
ば
し
た
か
っ
た
と
回
答
し
た
学
生
が

19
％
で
あ
っ
た
。
 

   
3.
2
 
教
員
か
ら
の
評
価
 

 
 
担
当
し
た
教
員
か
ら
運
営
面
や
授
業
内
容
に
つ
い
て
以
下
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

 
（
１
）
 授

業
内
容
に
つ
い
て

 
 
 
・
第
２
回
「
働
く
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
」
の
回
で
は
、
「
仕
事
」
や
「
社
会
の
繋
が
り
」
に
つ
い
て

学
生

の
視

点
が

広
が
り

理
解
が

進
ん

だ
部
分

が
見
ら

れ
た
。

そ
の

視
点
を

後
半
の

授
業
や

ジ
ョ
ブ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
も
関
連
付
け
が
で
き
る
と
更
に
理
解
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

 
 
 
・
第
８
回
、
９
回
の
「
仕
事
理
解
（
チ
ー
ム
・
個
人
）」

の
回
で
は
、
学
生
自
身
が
多
様
な
情
報
源
を

使
い

な
が

ら
、

積
極
的

に
取
り

組
む

こ
と
が

で
き
、

そ
の
後

の
ジ

ョ
ブ
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
先

や
イ
ン

タ
ー

ン
先

の
情

報
収
集

に
個
人

で
取

り
組
む

な
ど
の

効
果
が

見
ら

れ
た
。

但
し
、

所
定
の

時
間
内

に
学
生
が
十
分
に
情
報
収
集
に
取
り
組
む
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

 
 

 
・
ジ

ョ
ブ
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー

の
取
り

組
み
に

つ
い
て

は
、

今
年
度

は
、
依

頼
者
探

し
や

実
施
計

画
に
時

間
を

か
け

た
こ

と
に
よ

り
身
近

な
人

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
で

は
な

く
、
自

分
の
興

味
の
あ

る
仕
事

や
業

界
に

つ
い

て
イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
を

す
る
学

生
が
多

か
っ
た

。
中

で
も
飛

び
込
み

や
電
話

等
で
ア

ポ
イ

ン
ト

を
取

る
な
ど

積
極
的

に
挑

戦
す
る

学
生
も

見
ら
れ

た
。

自
分
で

計
画
し

、
ア
ポ

イ
ン
ト

を
取

り
、

イ
ン

タ
ビ
ュ

ー
を
し

、
プ

レ
ゼ
ン

を
す
る

と
い
う

一
連

の
流
れ

を
通
し

て
主
体

的
に
取

り
組
む
意
識
が
醸
成
さ
れ
て
い
た
。

 
（
２
）
運
営
面
に
つ
い
て

 
 
 
・
ク
ラ
ス
に
よ
り
履
修
者
数
の
ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
、
少
人
数
ク
ラ
ス
（

5～
7
名
）
で

は
、

課
題

に
丁

寧
に
向

き
合
う

こ
と

が
で
き

充
実
し

た
内
容

が
で

き
た
反

面
、
多

様
性
に

欠
け
、

学
生
相
互
の
刺
激
が
少
な
い
面
が
見
ら
れ
た
。
大
人
数
ク
ラ
ス
（

29
～

34
名
）
で
は
、
多
様
な
意

見
が

出
て

、
学

生
同
士

の
や
り

と
り

が
多
く

で
き
た

反
面
、

教
員

側
の
個

々
の
学

生
の
把

握
や
ア

ド
バ
イ
ス
が
難
し
い
側
面
も
あ
っ
た
。

 
 

 
・
教

員
２
名

体
制
の

ク
ラ

ス
に
つ

い
て
は

、
授
業

中
に

学
生
一

人
ひ
と

り
の
興

味
・

関
心
や

進
路
の

方
向

性
な

ど
を

そ
れ
ぞ

れ
の
教

員
が

個
別
に

ヒ
ア
リ

ン
グ
し

、
ア

ド
バ
イ

ス
し
な

が
ら
進

め
る
こ

と
が
で
き
、
丁
寧
に
関
わ
れ
た
点
が
良
か
っ
た
。

 
 ４

．
次
年
度
に
向
け
て
 

 
（
１
）
ク
ラ
ス
編
成
の
平
準
化
に
つ
い
て
 

 
 

 
ク

ラ
ス
人

数
の
ば

ら
つ

き
が
授

業
に
与

え
た
影

響
に

つ
い
て

は
前
述

の
通
り

で
あ

る
。
来

年
度
に

向
け

て
は
、

個
々
の

学
生
へ
の

関
わ

り
を

充
実
さ

せ
る
た
め

に
も

大
人

数
ク
ラ

ス
は
、
教

員
の

複
数

体
制
も
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
1
0
名
以
下
の
少
人
数
ク
ラ
ス
に
つ
い
て
は
、
協
同
学
習
の
効
果
が
十

分
に

出
な
い

こ
と
も

考
え
ら
れ

る
た

め
、

そ
の
点

を
シ
ラ
バ

ス
に

も
明

記
し
、

履
修
確
定

ま
で

の
間
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【
資
料
２
】

 
２
．
平
成

28
年
度
「
自
立
と
体
験
４
」
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（
対
象
者

92
名
）

 
 １
）
授
業
評
価

 
         ２
）
キ
ャ
リ
ア
意
識
、
仕
事
・
職
業
意
識

 
             ３
）
獲
得
し
た
い
意
識
と
能
力

 
         

・
あ
な

た
は

こ
の
授

業
に

出
席

し
て

、
ど

の
よ

う
に

思
い

ま
し

た
か

？
 

 
良

か
っ

た
（

88
%
）、

や
や
良
か
っ
た
（

12
%
）、

あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
（

0%
）、

良
く
な
か
っ
た
（

0%
）
 

 
・

あ
な
た

は
授

業
に

ど
の

よ
う

に
取

り
組

み
ま

し
た

か
？

  
 

非
常

に
積

極
的

に
取
り
組
め
た
（

26
%
）、

積
極
的
に
取
り
組
め
た
（

52
%
）、

ま
あ
ま
あ
取
り
組
め
た
（

22
%
）

 
 

あ
ま

り
積

極
的

に
取
り
組
め
な
か
っ
た
（

0%
）

 
・

こ
の
授

業
に

出
席

し
て

就
職

に
対

す
る

意
識

は
高

ま
り

ま
し

た
か

？
  

 
多

い
に

高
ま

っ
た

（
41

%
）、

高
ま
っ
た
（

56
%
）、

あ
ま
り
高
ま
ら
な
か
っ
た
（

3%
）、

全
く
高
ま
ら
な
か
っ
た

(0
%

) 
 

・
こ

の
授

業
を

後
輩

に
も

推
薦

し
ま

す
か

？
  

 
大

い
に

勧
め

た
い

(4
2%

)、
勧
め
た
い

(5
7%

)、
あ
ま
り
勧
め
た
く
な
い

(0
%

)、
勧
め
た
く
な
い

(1
%

) 

・
授
業
を

通
し

て
自

分
の
生

き
方

を
考

え
る

き
っ
か

け
が

で
き

た
。

 

 
と

て
も

そ
う

思
う

（
37

%
）、

そ
う
思
う
（

55
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

7%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(1
%

) 
 

・
自
分
が

社
会

に
出

て
働
き

、
貢

献
す

る
イ

メ
ー
ジ

が
持

て
た

。
 

と
て

も
そ

う
思

う
（

19
%
）、

そ
う
思
う
（

58
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

22
%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(1
%

) 

・
社
会
に

出
て

働
く

こ
と
の

中
に

楽
し

さ
を

見
つ
け

る
こ

と
が

で
き
た

。
 

と
て

も
そ

う
思

う
（

25
%
）、

そ
う
思
う
（

53
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

22
%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(0
%

) 

・
様
々
な

仕
事

に
つ

い
て
理

解
が

深
ま

っ
た

。
 

と
て

も
そ

う
思

う
（

39
%
）、

そ
う
思
う
（

50
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

11
%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(0
%

) 

・
自
分
に

あ
っ

た
職

業
を
探

し
た

い
と

思
う

よ
う
に

な
っ

た
。

 

 
と

て
も

そ
う

思
う

（
55

%
）、

そ
う
思
う
（

35
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

9%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(1
%

) 

・
自
分
に

と
っ

て
の

や
り
が

い
や

働
く

意
義

が
は
っ

き
り

し
た

。
 

と
て

も
そ

う
思

う
（

31
%
）、

そ
う
思
う
（

50
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

19
%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(0
%

) 

・
自

分
で

考
え

て
行

動
し
、

判
断
す

る
こ

と
の

大
切

さ
が

理
解

で
き
た

。
 

 
と

て
も

そ
う

思
う

（
54

%
）、

そ
う
思
う
（

42
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

3%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い
（

1%
）

 

・
自

分
自

身
に

つ
い

て
新
た

な
発
見

が
あ

っ
た

。
 

と
て

も
そ

う
思

う
（

44
%
）、

そ
う
思
う
（

42
%
）、

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い
（

14
%
）、

全
く
そ
う
思
わ
な
い

(0
%

) 

・
伸

び
た

と
思

う
ス

キ
ル
に

つ
い
て

教
え

て
く

だ
さ

い
。（

複
数

選
択

可
）

 

1.
聴

く
力

 
17

％
 

2.
論
理
的
に
話
す
力
 

11
％
 

3.
文
章
表
現
力
 

8%
 

4.
プ
レ
ゼ
ン
力
 

14
％
 

 

5.
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
の

仕
方
 

11
%
 

6.
チ
ー
ム
活
動
力
 

14
％
 

7.
討
議
す
る
力
 

9％
 

8.
情
報
収
集
の
仕
方
 

13
％
 

 

9.
そ

の
他

（
振

り
返

る
力
、
計
画
力
、
面
接
力
）

3％
 

平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

7 
 

 
【
資
料
１
】

  
１
．
平
成

28
年
度
「
自
立
と
体
験

4」
授
業
内
容

 
 回

 
授
業
名

 
内
容

 
1 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

 
授
業
全
体
の
概
要
・
取
り
組
み
方

 
2 

働
く
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

 
会
社
や
組
織
に
つ
い
て
理
解
す
る

 
自
分
が
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

 
3 

チ
ー
ム
で
働
く

 
組
織
で
働
く
こ
と
を
考
え
る

 
チ
ー
ム
活
動
を
体
験
す
る

 
4 

自
己
理
解

1 
体
験
を
分
析
す
る
方
法
を
学
ぶ

 
自
分
の
経
験
を
振
り
返
る

 
5 

自
己
理
解

2 
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る

 
自
分
の
価
値
観
を
知
る

 
6 

ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

1 
ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
準
備
を
す
る

 
質
問
力
を
つ
け
る

 
7 

自
己
理
解

3 
ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
手
順
を
考
え
る

 
自
分
の
強
み
を
理
解
す
る

 
8 9 

仕
事
理
解

1（
チ
ー
ム
）

 
仕
事
理
解

2（
個
人
）

 
情
報
収
集
の
仕
方
を
知
る

 
社
会
人
の
考
え
方
を
知
る

 
企
業
や
仕
事
に
つ
い
て
理
解
す
る

 
様
々
な
働
き
方
を
理
解
す
る

 

10
 

ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

2 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準
備

 
11

 
ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

3 
様
々
な
人
の
仕
事
観
を
探
る

 
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る

 
12

 
ジ
ョ
ブ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

4 
自
分
の
体
験
を
振
り
返
る

 
13

 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

1 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
れ
を
知
る

 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
体
験
す
る

 
14

 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

2 
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
践
す
る

 
面
接
試
験
の
基
本
を
理
解
す
る

 
15

 
総
ま
と
め

 
今
後
の
方
向
性
を
考
え
る
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平
成

28
年

10
月

13
日
・
学
部
長
会
資
料

 

9 
 ４
）
そ
の
他

 
                             ・

卒
業
後
の

進
路
に

つ
い
て

教
え
て

く
だ
さ
い

。
 

 
具

体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
て
い
る
（

43
%
）、

ま
た
イ
メ
ー
ジ
で

き
て

い
な

い
(5

7%
) 

・
こ
の
夏
休

み
に
イ

ン
タ
ー

ン
シ
ッ

プ
は
参
加

す
る
予

定
で
す

か
。

 

 
必
ず
参
加
し
よ
う
と
思
う

(5
7%

)、
で
き
れ
ば
参
加
し
た
い
と

思
う

(2
2%

)、
す

る
予

定
は

な
い

(2
1%

) 

・
こ
の
夏
休

み
イ
ン

タ
ー
ン

シ
ッ
プ

以
外
で
就

職
活
動

の
た
め

に
計
画

し
て
い

る
こ
と

は
あ

り
ま

す
か

。
 

 
あ
る

(2
6%

) 
、
考
え
中

(5
8%

) 
、
な
い

(1
6%

) 
 
 
 
 
 

 

・
「
自

立
と
体
験

４
」
の

授
業
を

受
講

し
よ
う
と

思
っ
た

き
っ
か

け
や
理

由
を

教
え

て
く

だ
さ

い
。（

複
数

選
択
可

）
 

 
1.
自
立
と
体
験
３
を
受
講
し
た
の
で
 

29
％
 
 

2.
自
分
の
可

能
性

を
試

し
た

か
っ

た
か

ら
 

19
％

 

3.
就
職
活
動
に
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
 

24
％
 
 

4.
チ
ラ
シ
を

見
て

 
4%

 

 
5.
自
分
の
学
部
学
科
の
先
生
・
先
輩
か
ら
勧
め
ら
れ
て
 

2%
 

6.
ガ

イ
ダ

ン
ス

に
参

加
し

て
 

6%
 

 
7.
卒
業
単
位
に
な
る
か
ら
 

12
％
 

8.
そ
の
他
 

4％
（
面
白

そ
う

だ
か

ら
、

楽
し

そ
う

だ
か

ら
、

友
人

に
誘

わ
れ

て
、

 

月
5
限
を
埋
め
た
か
っ
た
か
ら
、
自
体
１
の
先
生
の
授
業
を

も
う

一
度

受
け

た
か

っ
た

か
ら

）
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平
成

29
年

3
月

9
日

 
 
学

部
長
会

資
料

 

2 
   

2.
2 

履
修
者

数
 

後
期

の
履

修
訂

正
期

間
を

経
て

、
履
修

者
数
は

77
名

と
な
っ

た
。
詳

細
は

以
下
表

1
の
通

り
。

 
履

修
者

77
名

中
、

15
回
全
欠

席
者
を

除
い

た
履

修
者

数
は

67
名

で
あ

る
。

 
本

授
業
は

、「
1
年

次
、

2
年
次

の
履
修

を
推

奨
す

る
」
（
「
社

会
的
・

職
業

的
自

立
促

進
科

目
群
」

に
つ

い

て
の

第
2
次
答

申
（

平
成

27
年

2
月

12
日

）
）
科

目
で
あ

る
が
、

今
年

度
の

学
年

別
履

修
者
は

、
1
年

26
名

、
2
年

15
名
、

3
年

20
名

、
4
年

6
名
で

あ
っ
た

。
 

ま
た

自
由

科
目

で
あ

る
が

、
国

際
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
学

科
は

、
科

目
の

読
み

替
え
を

行
っ

て
い

る
た

め
、

卒
業
単

位
に
認

定
さ
れ
る

。
国

際
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ

ン
学

科
の

履
修
者

は
、
全
体

の
半

数
近

く
（

67
名

中
32

名
）

を
占

め
て

い
る
。

 
 

（
表

1 
履
修

者
の

詳
細

）
 

学
部

学
科

 
1
年

 
2
年

 
3
年

 
4
年

 
合

計
 

理
工

 
4(

1)
 

1 
 

 
5(

1)
 

人 文
 

国
際

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

 
 

2 (1
) 

6 

8  

21
(1

) 
21

 
(1

) 

6 

6  

33
(1

) 
37

 
(2

) 
日

本
文
化

 
 

1 
 

 
1 

人
間

社
会

 
1(

1)
 

 
 

 
1(

1)
 

心
理

 
1 

1 
 

 
2 

情
報

 
 

1(
1)

 
 

 
1(

1)
 

経
済

 
13

(5
) 

 
 

 
13

(5
) 

経
営

 
11

(1
) 

5 
 

 
16

(1
) 

デ
ザ

イ
ン

 
4 

1 
 

 
5 

合
計

 
34

(8
) 

16
(1

) 
21

(1
) 

6 
77

(1
0)

 
 

※
（
 

）
内

の
数

字
は

、
15

回
全
欠

席
者

10
名
（

う
ち

2
名

は
期

中
除

籍
者

）
に

当
た

る
人
数

。
 

  
2.

3 
出

席
率

 
平

均
出
席

率
は

75
.2
％
（

20
15

年
度

77
.7
％

）、
最
高

は
86

.6
％
（
第

3
回

）
、
最

低
は

58
.2
％
（
第

8
回

）
で
あ

っ
た

。
出

席
率

の
詳

細
は
図

１
参

照
。
第

7
回

8
回

9
回

が
低

下
し

て
い

る
が

、
第

10
回
以
降

は
70

％
を
切

る
こ

と
が

な
く
、

最
後
ま

で
一

定
の

出
席

率
を

保
っ
て

い
る

点
が

注
目

さ
れ

る
。

 
 

 
単
位

読
み

替
え

の
あ

る
国

際
コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

科
の
み

の
出

席
率
は

82
.3
％

、
そ

れ
以

外
の

学
科

は
68

.8
％
で

あ
っ

た
。

い
ず
れ

も
第

10
回

以
降

は
出

席
率

の
変
動

が
少

な
く

、
第

10
回

く
ら
い

ま
で

出

席
し

続
け

た
学

生
は
、
単
位
読

み
替
え

が
あ

る
か

ど
う

か
に

は
関
わ

ら
ず
、
そ
の

後
も
継

続
し
て

出
席

し
続

け
て

い
る

様
子

が
う

か
が

え
る

。
 

 図
1 

出
席
率

 
              

平
成

29
年

3
月

9
日
 
 
学
部
長
会
資
料

 

1 
 

20
17

年
3
月

2
日

 
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー

 
学
長
 
大
橋
 
有
弘
 
殿

 
 

授
業
実
施
報
告
書
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン

１
」
（

平
成

28
年

度
後

期
）

 
 

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
」
担
当
副
学
長
 
高
島
 
秀
樹

 
明
星
教
育
セ
ン
タ
ー
長
 
菊
地
 
滋
夫

 
                  1 

授
業
概
要

 
1.

1 
教
育
目
標

 
（

1）
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
理
論
学
習
に
基
づ
き
、
キ
ャ
リ
ア
の
考
え
方
を
知
る

 
（

2）
個
人
ワ
ー
ク
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
自
身
の
勤
労
観
・
職
業
観
を
育
成
す
る

 
（

3）
社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
知
る

 
 1.

2 
行
動
目
標
・
到
達
目
標

 
（

1）
卒
業
後
に
社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
意
識
が
醸
成
さ
れ
る

 
（

2）
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
知
識
や
理
論
を
学
び
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
方
法
が
身
に
つ
く

 
（

3）
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
、
他
者
に
説
明
で
き
る

 
 

 
1.

3 
授
業
内
容
（
前
年
度
か
ら
の
変
更
点
）

 
 
（

1）
15

回
の
授
業
を
再
構
成
し
、
新
た
に
「
第

2
回
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
」「

第
12

回
自
分
の
働
き
方

を
考
え
る
」
を
加
え
、「

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
」
授
業
内
容
を
強
化
し
た
。

 
 
（

2）
20

15
年
度
の
履
修
者
数
が

30
人
だ
っ
た
の
に
対
し
て
、

4
月
末
時
点
で
の
履
修
者
数
は

91
人
と

な
っ
た
。

そ
の
た

め
授
業

の
構

成
（
ル

ー
テ
ィ

ン
）
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト

、
座
席

指
定
等

の
方

法
を

工

夫
し
た
。
ま
た
履
修
者
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
多
様
性
が
増
す
こ
と
を
活
か
し
た
授
業
内
容
を
検

討
し
た
。

 
 2 

実
施
結
果

 
 

2.
1 

開
講
曜
日
・
時
限
・
設
置
ク
ラ
ス
等

 
20

16
年
度
も

1
ク
ラ
ス
開
講
（
後
期
金
曜

3
限
）、

2
名
の
教
員
に
よ
る
分
担
で
実
施
し
た
。
ま
た
履
修

人
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

SA
（

3
年
生
）
を
配
置
し
た
。

 

Su
m

m
ar

y（
概
要
）

 
・
今
年
度
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
」
は
、

1
ク
ラ
ス
開
講
し
履
修
者
は

67
名
で
あ
っ
た
（
全
欠
席
者
除
く
）
。

平
均
出
席
率
は

75
.2
％
、
第

10
回
～
第

15
回
ま
で
は

70
％
以
上
を
維
持
し
た
。
単
位
修
得
者

77
.6
％
（

52
名
）
で
あ
っ
た
が
、
単
位
読
み
替
え
の
あ
る
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

87
.5
％
（

32
名
）
に
対
し
て
、

そ
の
他
の
学
科
は

68
.5
％
で
あ
っ
た
。

 
・
終
了
時
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
授
業
の
到
達
目
標
達
成
に
つ
い
て
、
意
識
の
醸
成
、
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に

関
す
る
知
識
・
方
法
の
獲
得
は

90
％
以
上
の
学
生
が

、
学
習
内
容
の
日
常
生
活
で
の
活
用
は

82
％
の
学
生
が

肯
定
的
に
回
答
し
た
。
学
生
の
授
業
満
足
度
は
高
く
、

98
％
の
学
生
が
、
授
業
に
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
達
成

さ
れ
、
こ
の
授
業
を
後
輩
に
推
薦
し
た
い
と
答
え
た
。

 
・
全
体
と
し
て
、
学
生
た
ち
は
多
様
な
メ
ン
バ
ー
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
ね
な
が
ら
学
び
、「

働
く
こ
と
に
対

す
る
肯
定
的
な
見
方
」「

自
分
の
将
来
へ
の
期
待
」「

こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
や
大
学
生
活
を
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
」
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 
・
次
年
度
へ
の
課
題
と
し
て
、
①
学
習
内
容
の
日
常
生
活
へ
の
活
用
の
促
進
、
②
意
欲
の
差
の
あ
る
学
生
同
士
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
実
施
の
工
夫
、
③
事
前
学
習
（
自
宅
学
習
）
の
強
化
、
④
履
修
人
数
（
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
）
へ

の
対
応
が
挙
げ
ら
れ
る
。

 
 

学
部
長
2
9
0
3
0
9
-
1
0
-
1
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日
 
 
学
部
長
会
資
料

 

4 
 (
2
)
授
業
に
対
す
る
取
り

組
み
 

Q
3「

こ
の
授
業
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
み
ま
し
た
か
」
は
「
非
常
に
積
極
的
に
取
り
組
め
た
」「

積
極
的

に
取
り
組
め
た
」
が

6
3％

で
あ
り
、「

周
り
に
い
い
影
響
を
与
え
た
か
っ
た
」「

周
り
の
意
見
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。「

ま
あ
ま
あ
積
極
的
に
取
り
組
め
た
」（

3
7％

）
に
回
答
し
た
学

生
の
自
由
記

述
を
見

る
と
「
自

分
か
ら
話

せ
な
か

っ
た
」
「
積

極
的
に
自

分
か
ら

動
け
な
か

っ
た
が
、

授
業

自
体
に
は
よ
く
取
り

組
め
た
と
思
う
か
ら
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
も
っ
と
積
極
的
に
取
り
組
み
た
か
っ
た

と
い
う
意
欲
が
感
じ

ら
れ
た
。「

あ
ま
り
積
極
的
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
」
は

0％
で
あ
っ
た
。
こ
の
授
業
に

関
し
て
は
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
話
し
周
囲
に
影
響
を
与
え
る
授
業
だ
と
い
う
理
解
が
で
き
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
 

「
用
語
を
覚
え
る
の
が
大
変
だ
っ
た
」「

最
後
ま
で
集
中
が
続
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
」「

グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
が
や
る
気
が

な
い
と
（
自
分
も
）
や
る
気
が
下
が
っ
た
」
と
い
う
自
由
記
述
は
、
来
年
度
に
向
け
て

の
改
善
に
役
立
て
た
い
。
 

 

(
3
)
授
業
内
容
・
進
め
方

に
つ
い
て
 

Q
9「

授
業
内
容
」（

各
回
の
授
業
テ
ー
マ
・
授
業
内
で
取
り
上
げ
た
理
論
の
内
容
や
量
・
教
材
）
は

9
8％

、

Q
11

「
授
業
の
進
め
方
」
（
各
回
の
授
業
構
成
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
内
容
・
時
間
配
分
等
）
は

9
4％

が
、

肯
定
的
に
回
答
し
た

。
 

Q
10

「
良
か
っ
た
授
業
回
（
複
数
回
答
）」

で
は
、
「
第

8
回
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」「

第
9
回
働
く
上
で
の

ス
ト
レ
ス
」
を

5
0
％
以
上
の
学
生
が
選
択
し
た
。
次
い
で
「
第

6
回
意
思
決
定
」
「
第

2
回
さ
ま
ざ
ま
な
働

き
方
」「

第
12

回
自
分
の
働
き
方
を
考
え
る
」「

第
15

回
今
後
の
計
画
を
立
て
る
」
「
第

4
回
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
」
と
続
き
、
こ

れ
ら
は

3
0
％
以
上
の
学
生
が
選
択
し
て
い
る
。
 

Q
12

「
授
業
の
進
め
方
」
は
、「

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
」「

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
」
が
良
か
っ
た
と
い
う
回
答
が

多
く
、
次
い
で
「
講

義
」
「
個
人
ワ
ー
ク
」
と
な
っ
た
。
 

Q
14

「
講
義
と
演
習
の
バ
ラ
ン
ス
」
は
「
今
の
ま
ま
で
良
い
」
が

8
2％

、
Q

13
「
ク
ラ
ス
の
人
数
（
ク
ラ

ス
サ
イ
ズ
）」

は
「
ち
ょ
う
ど
よ
い
」
が

69
％
だ
っ
た
。
 

 
 
授
業
内
容
、
進
め

方
と
も
に
、
履
修
し
た
学
生
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
こ
と
か
ら
、
基

本
的
な
構
造
は
、
来

年
度
も
同
様
で
良
い
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

3
.
3
 
教
員
か
ら
見
た
授
業
評
価
 

（
1
）
ク
ラ
ス
の
多
様
性
の
効
果
 

 
 
今
年
度
は
、
履
修
者
数
が
増
え
た
こ
と
、
1
年
生
か
ら

4
年
生
ま
で
が
履
修
し
た
こ
と
に
よ
り
、
2
01
5

年
度
に
比
較
し
て
ク
ラ
ス
内
の
多
様
性
が
高
ま
っ
た
。
授
業
内
で
多
様
な
意
見
に
ふ
れ
る
こ
と
の
効
果
を

考
え
、あ

え
て
少
人

数
ク
ラ
ス
を
作
ら
ず

5
0
人
か
ら

70
人
程
度
の
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
で
授
業
を
実
施
し
た
。 

 
 

 
毎
回
異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
グ
ル
ー
プ
を
編
成
し
、
発
表
に
よ
り
多
様
な
意
見
を
知
る
機
会
を
つ
く
っ
た

こ
と
で
、
「
さ
ま

ざ
ま
な

メ
ン
バ

ー
で
の
ワ

ー
ク
」

に
対
す
る

学
生
の
評

価
は
高

か
っ
た
。

学
生
が
新

し

い
出
会
い
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
感
じ
ら
れ
た
。
 

 （
2
）
15

回
全
体
と
し
て
の
勤
労
観
・
職
業
観
の
形
成
 

 
 
初
年
度
の
実
施
を
受
け
て
、
授
業
の
順
番
を
変
更
し
学
生
の
学
び
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
第

2
回
、
第

1
2
回
に
授
業
で
の
学
び
と
自
分
の
働
き
方
を
つ
な
ぐ
授
業
を
新
規
に
設
置
し
、
第

1
5
回
の
授

業
で
は
全
体
の
ま
と
め
と
な
る
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。
ま
た

2
回
の
レ
ポ
ー
ト
（
第

7
回
・
第

1
4
回
提

出
）
で
、
学
習
内
容
を
自
身
の
経
験
に
当
て
は
め
て
考
え
る
課
題
を
課
し
た
。
 

毎
回
授
業
で
記
述
さ
せ
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
記
述
を
見
る
と
、
学
生
た
ち
が
「
働
く
こ
と
に
対

す
る
肯
定
的
な
見
方
」
を
獲
得
し
、「

自
分
の
将
来
へ
の
期
待
」
を
形
成
し
、「

こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
や

大
学
生
活
を
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
」
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。
1
5
回
の
授

業
全
体
を
通
し
て
、
学
習
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。
 

 

 
3
.
4 

そ
の
他
 

（
1
）
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
へ
の
対
応
 

 
 
70

人
の
ク
ラ
ス
で
も
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
取

平
成

29
年

3
月

9
日
 
 
学
部
長
会
資
料

 

3 
 

2.
4 

単
位
修
得
率

 
単
位
修
得
者
は

52
名
で
、
全
欠
席
者
を
除
く
単
位
修
得
率
は

77
.6
％
（

20
15

年
度

84
.6
％
）
で
あ
っ

た
。

 
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
の
合
格
率
は

87
.5
％
（

32
名
中

28
名
）、

そ
の
他
の
学
科
は

68
.5
％

（
35

名
中

24
名
）
と
な
り
、
単
位
読
み
替
え
の
あ
る
学
科
と
そ
れ
以
外
で
は

19
ポ
イ
ン
ト
の
差
が
あ
っ

た
。
今
年
度
は
レ
ポ
ー
ト
提
出
を

1
回
か
ら

2
回
に
増
や
し
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
が
単
位
修
得
に
対
し
て

意
欲
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
単
位
修
得
率
に

違
い
が
出
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

 
※
参
考
ま
で
に
、
不
合
格
者
は
、
国
コ
ミ

3
年

2
名
、

2
年

2
名
、
日
文

2
年

1
名
、
心
理

2
年

1
名
、

 
経
営

2
年

3
名
、

1
年

4
名
、
経
済

1
年

2
名
で
あ
っ
た
。

 
 

3 
授
業
評
価

 
 
 
第

15
回
授
業
内
で
、
今
後
の
授
業
改
善
の
た
め
の
終
了
時
ア
ン
ケ
ー
ト
（
記
名
式
）
を
実
施
し
た
。
回

答
数
は

49
名
（

20
15

年
度

20
名
）
で
あ
っ
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
学
生
に
よ
る
授
業
評
価
を
見
て

い
く
。

 
  
3
.
1 

教
育
目
標
の
達
成
 

 
 
行
動
目
標
・
到
達
目
標
に
関
し
、
達
成
度
を

4
件
法
で
尋
ね
た
。
 

 

 
Q

5「
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
知
識
や
理
論
を
知
り
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る
方
法
が
身
に
つ
い
た
」
に

「
4：

十
分
に
達
成
さ
れ
た
」「

3：
割
と
達
成
さ
れ
た
」
と
肯
定
的
に
答
え
た
割
合
は

94
％
（
20
1
5
年
度

9
0％

）

で
あ
っ
た
。
同
様
に
肯
定
的
な
回
答
は

Q
6「

社
会
に
出
て
働
く
こ
と
の
様
々
な
側
面
に
つ
い
て
理
解
し
、

卒
業
後
に
社
会
人
と
し
て
活
躍
す
る
た
め
に
必
要
な
意

識
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
9
6％

（
2
01
5
年
度

9
0
%
）、

Q
7「

授
業
で
学
ん
だ
知
識
を
他
者
に
説
明
し
た
り
、
日
常
生
活
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
82
％

（
2
0
15

年
度

7
0
%）

と
な
っ
た
。
 

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
知
識
と
方
法
の
獲
得
、
意
識
の
変
化
に
比
較
し
て
日
常
生
活
で
の
活
用
に

つ
い
て
の
ス
コ
ア
が
低
い
点
は
昨
年
と
同
様
だ
が
、
そ
の
差
は
縮
ま
っ
た
。
昨
年
度
は
、
毎
回
の
授
業
で
「
学

習
内
容
を
ど
の
よ
う
に
日
常
生
活
で
活
用
で
き
た
か
を

報
告
す
る
」
宿
題
を
課
し
て
い
た
が
、
形
骸
化
す
る

と
い
う
弊
害
が
あ
っ
た
た
め
今
年
度
は
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
「
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
」
と
い
う
回
答
が
増
え
た
理
由
と
し
て
、
①
上
級
生
の
存
在
、
②
理
解
度
の
高
ま
り
が
上
げ
ら
れ

る
。
昨
年
は
す
べ
て

1
年
次
の
履
修
者
だ
っ
た
が
、
今
年
は
就
職
活
動
や
部
活
動
な
ど
の
経
験
と
授
業
内
で

の
学
習
を
結
び
付
け
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
上
級
生
と
共
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
で
、
様
々
な
考

え
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
回
授
業
の
リ
ア
ク
シ
ョ

ン
シ
ー
ト
の
抜
粋
を
毎
回
配
付
し
た
が
、
そ
の
中
で

も
様
々
な
「
活
用
の
例
」
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
昨
年
に
比
べ
て
授
業
内
の
ワ
ー
ク
の
数
を
絞

っ
た
こ
と
で

1
つ

1
つ
の
項
目
に
関
す
る
理
解
度
が
上

が
っ
た
。
こ
う
い
っ
た
点
が
「
使
え
る
知
識
」
と
な

っ
た
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。
 

 

 
 
そ
の
他
、

Q
8「

学
ん
だ
こ
と
、
身
に
つ
い
た
こ
と

の
自
由
記
述
」
に
は
、
「
自
分
が
何
が
苦
手
で
何
が
得

意
か
」「

自
分
が
何
を
大
切
に
し
て
い
る
か
」「

自
分
が
ど
う
し
て
い
き
た
い
か
」
等
の
自
己
理
解
の
深
ま
り

に
関
す
る
記
述
が
多
く
、
「
自
分
と
ち
ゃ
ん
と
付
き
合
え
そ
う
だ
と
思
え
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
 

  
3
.
2 

学
生
の
満
足
感
・
反
応
 

(
1
)
学
生
の
受
講
満
足
感
 

Q
1「

こ
の
授
業
に
出
席
し
て
、
ど
の
よ
う
に
思
い

ま
し
た
か
」
、

Q
4「

こ
の
授
業
を
後
輩
に
も
推
薦
し
ま

す
か
」
に
は

9
8％

が
肯
定
的
に
回
答
し
、
授
業
に
対
す
る
満
足
度
は
非
常
に
高
か
っ
た
。
 

ま
た
、

Q
2「

こ
の
授
業
を
履
修
し
て
良
か
っ
た
点

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
」
（
複
数
回
答
）
を
見
る

と
、「

授
業
内
容
が
将
来
の
役
に
立
つ
と
思
っ
た
」
を

67
.
3％

の
学
生
が
選
択
し
て
い
る
。「

授
業
内
容
が
面

白
か
っ
た
」「

色
々
な
ス
キ
ル
が
身
に
つ
い
た
」
は
約

4
0％

、
「
グ
ル
ー
プ
活
動
」
「
学
部
学
科
混
成
」
と
い

う
授
業
形
態
は
約

3
0％

が
選
択
し
た
。
 

後
輩
に
推
薦
す
る
理
由
の
自
由
記
述
も
、「

単
位
が
取
り
や
す
い
」
は

2
名
の
み
で
、「

授
業
内
容
が
役
立

つ
」
「
勉
強
に
な
る
」
「
色
々
な
人
と
話
せ
る
」
等
の
具

体
的
な
理
由
が
殆
ど
だ
っ
た
。
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平
成

29
年

3
月

9
日

 
 
学

部
長
会

資
料

 

6 
 資

料
１

 
終

了
時
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

詳
細

 
                                                

平
成

29
年

3
月

9
日
 
 
学
部
長
会
資
料

 

5 
 

り
入
れ
た
。
配
布
資
料
に
番
号
を
入
れ
毎
回
異
な
る
メ
ン
バ
ー
で
グ
ル
ー
プ
を
組
ん
だ
。
教
員
の
サ
ポ
ー

ト
が
な
く
て
も
個
人
ワ
ー
ク
・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

実
施
で
き
る
よ
う
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
改
良
、
ワ
ー

ク
の
進
め
方
の
改
良
を
行
っ
た
。
毎
回
の
授
業
で
取

り
扱
う
情
報
を
整
理
し
、
時
間
的
な
余
裕
が
持
て
る

よ
う
に
配
慮
し
た
。
 

 
 

（
2
）
授
業
ル
ー
テ
ィ
ン
の
工
夫
 

開
始
時
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
、
個
人
シ
ー
ト
記
入
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
終
了
時
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

シ
ー
ト
の
記
入
・
提
出
な
ど
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化
し
、
学
生
に
も
示
し
て
、
学
生
が
主
体
的
に
授
業
に
関
わ

れ
る
仕
組
み
を
作
っ
た
。
 

毎
回
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
で
は
、
そ
の
回
の
授
業
で
の
学
び
を
概
念
化
し
、
自
分
に
当
て
は
め
て

考
え
ら
れ
る
よ
う
な
テ
ー
マ
を
課
し
た
。
例
え
ば
、
第

2
回
「
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
」
で
は
、「

今
日
の

授
業
を
振
り
返
り
、
次
の
点
に
ふ
れ
て

、
自

分
の

考
え
を

2
0
0
字
以

上
3
0
0
字

以
内

に
ま

と
め
な

さ
い

。

①
働
く
こ
と
の
イ
メ
ー
ジ
、
②
自
分
に
と
っ
て
の
働
く
こ
と
」
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
毎
回
他
の
学
生
の

参
考
に
な
る
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
の
記
述
を

6
人
程
度
選
び
、
シ
ー
ト
に
ま
と
め
て
配
付
し
た
。
他
の

学
生
の
考
え
方
を
知
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。
 

こ
の
よ
う
に
、
授
業
の
進
め
方
を
ル
ー
テ
ィ
ン
化

し
、
学
び
を
授
業
内
で
完
結
さ
せ
た
こ
と
で
、
学
生

に
と
っ
て
の
分
か
り
や
す
さ
が
増
し
た
。
こ
の
こ
と

も
、
活
用
の
実
感
が
上
が
っ
た
理
由
の

1
つ
で
は
と

考
え
る
。

 

 4
 

次
年
度
に
向
け
て
の
課
題
 

 
4
.
1 

学
習
内
容
の
日
常
生
活
で
の
活
用
の
促
進
 

 
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
知
識
と
方
法
の
獲
得
、
意
識
の
変
化
に
比
較
し
て
、
学
習
し
た
内
容
の
日

常
生
活
で
の
活
用
の
実
感
は
低
か
っ
た
。
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
も
、
実
際
に
活
用
で

き
る
き
っ
か
け
と
な
る
と
考
え
る
。
授
業
内
で
の
ワ
ー

ク
を
工
夫
す
る
と
と
も
に
、
先
輩
（
授
業

O
B
）
の
活

用
も
考
え
た
い
。
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
良
か
っ
た
」
と
学
生
が
答
え
た
比
率
が
少
な
か
っ
た
授
業
に
つ
い

て
は
、
内
容
及
び
実
施
回
の
変
更
な
ど
を
検
討
し
た
い

。
 

 
昨
年
度
は
、
学
習
内
容
を
日
常
生
活
で
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
た
か
に
つ
い
て
自
分
の
意
見
を
書
い
て
く

る
と
い
う
宿
題
を
出
し
、
事
前
学
習
の
仕
組
み
を
作
っ
て
い
た
が
、
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
年
度

は
実
施
し
な
か
っ
た
。
運
用
方
法
を
工
夫
し
て
、
事
前
学
習
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
必
要
だ
と
考

え
る
。
例
え
ば
、
授
業
内
で
、
自
宅
で
作
成
し
て
き
た
レ
ポ
ー
ト
を
用
い
て
話
し
合
う
等
の
連
動
を
検
討
し

た
い
。
 

 

4
.
2
 
意
欲
の
差
の
あ
る
学
生
同
士
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
 

 
 
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
上
で
、
積
極
的
に
参
加
し
よ
う
と
い
う
学
生
と
参
加
意
欲
の
低
い
学
生
と
が
グ

ル
ー
プ
内
に
い
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
ワ
ー
ク
が
進
め
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
内
の
司
会
役
を

決
め
た
り
ワ
ー
ク
を
細
分
化
し
て
時
間
を
短
く
す
る
等
の
授
業
の
構
造
化
や
、
友
人
同
士
が
同
じ
グ
ル
ー
プ

に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
席
の
工
夫
に
よ
り
改
善
を
考
え
た
い
。
 

 

4
.
3
 
人
数
（
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
）
へ
の
対
応
 

今
年
度
の
ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
は
学
生
に
と
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
。
基
本
は
「
多
様
性
を
活
か
す
」
と
い
う
意

味
で
次
年
度
以
降
も
同
様
の
進
め
方
を
考
え
て
い
る
。
 

一
方

ア
ン
ケ
ー
ト
（

Q
13

）
を
見

る
と
、
ク
ラ
ス

の
人
数
が
多

い
と
答
え
た
学

生
は

8
％
、

や
や
多
い

は

2
3
％
い
た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
質
を
高
め
る
た
め
に
教
員
が
介
入
し
た
り
、
グ
ル
ー
プ
内
で
の
話

し
合
い
を
ク
ラ
ス
全
体
で
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
が
よ
り
深
く
思
考
で
き
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

来
年
度
の
履
修
者
数
に
よ
り
方
法
は
異
な
る
が
、
多
様
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
授
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
、

学
習
効
果
を
高
め
る
た
め
の
工
夫
も
考
え
て
い
き
た
い
。
 

 

添
付
資
料
：
１
．
終
了
時
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
詳
細

 
 
 
 
 
２
．
授
業
実
施
内
容
一
覧

 
以
上
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平
成

29
年

3
月

9
日
 
 
学
部
長
会
資
料

 

8 
 資

料
２

 
2
0
1
6
年
度
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
１
」
授
業
実
施
結
果
（
内
容
）
 

回
 

月
日

 
担

当
 

 
授

業
名

 
主

な
内

容
（
ワ

ー
ク

）
 

1 
9/

16
 

鈴
木

 
キ ャ リ ア デ ザ イ ン の 基 本 

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
 

・
頭

の
中

を
ア

ク
テ

ィ
ブ

に
し

て
学

ぶ
 

 
 

・
「
キ

ャ
リ

ア
」
が

付
く
言

葉
を

考
え

る
 

 
・
「
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
」
を

定
義

す
る

 

2 
9/

23
 

鈴
木

 
さ

ま
ざ

ま
な

働
き

方
 

・
「
仕

事
」
「
働

く
こ

と
」
か

ら
イ

メ
ー

ジ
す

る
こ

と
 

 
 

・
目

的
か

ら
見

る
仕

事
の

３
つ

の
側

面
 

 
・
労

働
（
職

業
）
価

値
観

尺
度

 

3 
9/

30
 

髙
橋

 

個 を 理 解 す る 

人
の

生
涯

に
関

わ

る
発

達
 

・
人

の
一

生
に

お
け

る
発

達
を

考
え

る
 

・
大

学
入

学
後

の
私

の
変

化
 

4 
10

/7
 

鈴
木

 
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

 
・
エ

ゴ
グ

ラ
ム

に
よ

る
自

分
理

解
 

 
・
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

の
特

徴
を

つ
か

む
（
長

所
と

短
所

・
短

所
の

リ
フ

レ
ー

ミ
ン

グ
）
 

5 
10

/1
4 

鈴
木

 
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

 
・
自

分
の

な
り

た
い

職
種

に
特

徴
的

な
「
で

き
る

人
」
の

条
件

 
 

・
汎

用

能
力

を
セ

ル
フ

チ
ェ

ッ
ク

す
る

（
社

会
人

基
礎

力
【
明

星
大

学
Ve

r.】
）
 

6 
10

/2
1 

髙
橋

 
キ ャ リ ア の 理 論 で 自 分 の 生 き 方 を 考 え る 

意
思

決
定

 
・
私

の
意

思
決

定
プ

ロ
セ

ス
の

分
析

 
 

・
ケ

ー
ス

ス
タ

デ
ィ

：
進

路
選

択

に
悩

む
友

人
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

 

7 
11

/4
 

髙
橋

 
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

と

キ
ャ

リ
ア

 
・
身

近
な

大
人

の
人

生
の

役
割

を
考

え
る

（
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｷ

ｬ
ﾘ
ｱ

ﾚ
ｲ
ﾝ
ﾎ

ﾞｰ
) 

 
・
あ

な
た

の
人

生
の

役
割

を
考

え
る

（
現

在
か

ら
将

来
へ

）
 

8 
11

/1
1 

髙
橋

 
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

 
・
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
高

い
人

の
行

動
や

考
え

方
 

 
・
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
も

と
を

探
そ

う
（
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
あ

げ
る

た
め

に
で

き
る

こ
と

）
 

9 
11

/1
8 

鈴
木

 
(髙

橋
) 

働
く
上

で
の

ス
ト

レ

ス
 

・
あ

な
た

の
ス

ト
レ

ス
対

処
方

略
（
ｺ
ｰ

ﾋ
ﾟﾝ

ｸ
ﾞ）

を
知

ろ
う

 
 

・
あ

な
た

の

サ
ポ

ー
タ

ー
を

知
ろ

う
 

 
・
私

の
ス

ト
レ

ス
分

析
シ

ー
ト

 

10
 

11
/2

5 
髙

橋
 

キ
ャ

リ
ア

を
デ

ザ
イ

ン
す

る
 

・
過

去
の

経
験

を
振

り
返

る
 

 
・
今

の
自

分
を

見
つ

め
な

お
す

 
 

 
 

・
大

き
な

夢
（
キ

ャ
リ

ア
の

方
向

性
）
を

描
く

 

1
1 

1
2
/
2 

髙
橋

 

働 く 自 分 を 考 え る 

働
く

若
者

を
取

り

巻
く

社
会

環
境

 
・

デ
ー

タ
の

見
方

（
練

習
）

 
 

・
デ

ー
タ

か
ら

考
え

る
 

1
2 

1
2
/
9 

鈴
木

 
自

分
の

働
き

方
を

考
え

る
 

・
働

き
方

に
関

す
る

考
え

や
そ

の
変

化
を

探
る

 

・
社

会
の

現
実

を
知

る
 

・
自

分
の

考
え

を
表

現
す

る
 

1
3 

1
2
/
16
 

鈴
木

 
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

 
・

ダ
イ

バ
ー

シ
テ

ィ
の

考
え

方
を

知
る

 

・
考

え
方

の
多

様
性

を
体

験
す

る
（

「
は

た
か

ち
カ

ー
ド

」
演

習
） 

1
4 

1
/
2
0 

鈴
木

 
ア

サ
ー

シ
ョ

ン
 

・
ア

サ
ー

テ
ィ

ブ
な

表
現

と
は

 
・

ア
サ

ー
シ

ョ
ン

に
影

響
す

る

考
え

方
の

ク
セ

 
・

ア
サ

ー
テ

ィ
ブ

な
伝

え
方

（
私

メ
ッ

セ
ー

ジ
） 

1
5 

1
/
2
7 

鈴
木

 
今

後
の

計
画

を
立

て
る

 

・
「

私
の

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

」
を

表
現

す
る

⇒
ペ

ア
共

有
 

・
こ

れ
か

ら
の

計
画

を
立

て
る

 

 

平
成

29
年

3
月

9
日

 
 
学

部
長
会

資
料

 

7 
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■

明
星

学
苑

日
食

観
測

団
チ

リ
お

よ
び

パ
ラ

グ
ア

イ
で

の
観

測
(1

98
4
昭

和
59

)年
) 

  
平

成
28

年
10

月
29

日

～
平

成
29

年
3
月

18
日

 
【
展

示
内
容

】
 

準
企

画
展
「

学
生

の
課

外
活

動
の

歴
史

」
 

 
 

 
 
 

 
■

課
外

活
動

の
は

じ
ま

り
 

 
 

 
 
 

 
■

課
外

活
動

の
写

真
「

モ
ザ

イ
ク

ア
ー

ト
」

 
 

 
 

 
 

 
■

明
星

大
学

 課
外

活
動
 
映
像

 
 
 

 
 
 

 
■

近
年

の
学

生
の

活
躍

 
 

平
成

29
年

3
月

21
日

 
～

平
成

30
年

3
月

上
旬

(予
定

) 

企
画

展
「「

明
星

大
学

の
教

育
」

展
 

 
 

 
 
 

 
■

「
明

星
大

学
の

教
育

」
展

開
催

に
あ

た
っ

て
 

 
 

 
 
 

 
■

受
け

継
が

れ
る

「
実

践
躬

行
の

体
験

教
育

」
 

 
 

 
 
 

 
■

明
星

大
学

の
教

育
 
映
像

 
 
 

 
 
 

 
■

創
立

者
・

初
代

学
長

 児
玉

九
十

先
生
の

教
育

理
念

 
 

 
 

 
 

 
■

「
教

育
の

明
星

大
学

」
の

源
流

―
「

人
格

接
触

に
よ

る
教

育
」

の
実

践
―

 
 

 
 

 
 

 
■

第
2 

代
学
長

 児
玉

三
夫
先

生
の

教
育

理
念

 
 
 

 
 
 

 
■

明
星

大
学

貴
重

書
コ

レ
ク

シ
ョ

ン
―

大
学

図
書

館
の

教
育

的
価

値
―

 
 

 【
平

成
28

年
展

示
の

様
子

】
 

準
企

画
展

準
企

画
展

「
拡
大

期
の

明
星

大
学

」
 

                 

 

平
成

28
年

度
 明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
 自

校
教

育
事

業
報

告
 

－
明

星
資

料
展

示
室

と
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
自

校
教

育
講

座
―

 
 

１
．
明
星
大
学
資
料
図
書
館
（

15
号
館
）
明
星
資
料
展
示
室
展
示

 
 

【
明

星
資
料

展
示

室
概
要
】

 
明
星
資
料

展
示
室
は
、
明
星
大
学
創
立

50
周
年
記
念
事
業
の

一
つ

で
あ

る
明

星
大

学
資

料
図

書
館

（
15

号
館

）

の
耐

震
工

事
に

伴
い

、
20

14
（

平
成

26
）

年
に

開
設

し
た

明
星

大
学

の
教

育
・

歴
史

を
紹

介
す

る
展

示
室

で
あ

る
。

こ
の
展
示
室

で
は
、
明
星
大
学
創
立
以
来
の
歴
史
を
テ
ー
マ
別

に
紹

介
す

る
常

設
展

示
、

明
星

大
学

に
ゆ

か
り

の
あ

る
人
物
・
学
生
生
活
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
り
変
わ
り
な
ど
を
紹

介
す

る
準

企
画

展
（

年
1
回

展
示

替
え

）
、
同

フ
ロ

ア

（
資
料
図
書
館

2
階
）
に
あ
る
明
星
貴
重
書
室
・
明
星
ギ
ャ
ラ

リ
ー

と
の

共
通

テ
ー

マ
の

も
と

、
明

星
大

学
と

明
星

大
学
図
書
館

所
蔵
の
貴
重
書
と
の
関
係
を
紹
介
す
る
企
画
展
示

（
年

数
回

展
示

替
え

）
の

3
つ

展
示

ス
ペ

ー
ス

か
ら

な
る
。

 
平
成

28
年
度
は
、
準
企
画
展
と
し
て
「
拡
大
期
の
明
星
大

学
」
展

や
「

学
生

の
課

外
活

動
の

歴
史

」
展

、
明

星
大

学
図
書
館
企
画
「
明
星
大
学
貴
重
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

 教
育

の
明

星
大

学
の

教
育

」
展

の
合

同
企

画
と

し
て
「

明
星

大
学
の
教
育
」
展
を
開
催
し
た
。
ま
た
、
平
成

29
年

4
月
の

心
理

学
部

心
理

学
科

新
設

に
伴

い
、
常

設
展

の
内

容
の

一
部
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
。
以
下
、
平
成

28
年
度
の
資

料
図

書
館

明
星

資
料

展
示

室
の

展
示

関
し

て
、

会
期

・

展
示
内
容
（
テ
ー
マ
）
を
報
告
す
る
。

 
 

【
明

星
資
料

展
示

室
展
示
記

録
】

 
会

期
 

内
容

（
テ
ー

マ
）

 
平

成
29

年
3
月

21
日

～
 

【
展

示
内
容

】
 

常
設

展
「
明

星
大

学
の

歴
史

」
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

 
 

心
理

学
部

心
理

学
科

新
設

に
つ

い
て

追
加

。
 

 
 ■

ご
あ

い
さ
つ

 
■

明
星

大
学

の
沿

革
  

■
学

部
学
科

改
組

変
遷
図

 
■

学
部

・
学

科
、

大
学
院
研

究
科

・
専

攻
の

増
設

 
■

キ
ャ

ン
パ

ス
の

再
開
発

 
 

平
成

26
年

10
月

29
日

～
平

成
29

年
10

月
下

旬
 

 

【
展

示
内
容

】
 

準
企

画
展
「

拡
大

期
の

明
星

大
学

」
 

 
 

 
 
 

 
■

拡
大

期
の

明
星

大
学

 
19

85
（

昭
和

60
）
年

～
 1

99
7（

平
成

9）
年

 
 

 
 

 
 

 
■

ヨ
ッ

ト
「

エ
コ

ー
号
」
太

平
洋

航
海

(1
98

5(
 昭

和
60

) 
年

) 
 

 
 

 
 

 
■

ヨ
ッ

ト
「

エ
コ

ー
号
」
に

よ
る

教
育

活
動

(1
98

6(
 昭

和
61

) 
年

) 
■

い
わ

き
明

星
大

学
の
創
立

(1
98

7(
 昭

和
62

) 
年

) 
 

 
 

 
 

 
■

青
梅

キ
ャ

ン
パ

ス
の
開
校

(1
99

2(
平

成
4)
年

) 
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明
星

教
育

セ
ン

タ
ー

自
校
教

育
講

座
 

 
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
は

、
明

星
教

育
に

関
す

る
研

究
・

啓
発

・
広

報
活

動
並

び
に

明
星

教
育

の
具

現
化

及
び

学
生

の
社

会
的

・
職

業
的

・
自

立
促

進
等

に
関

す
る

教
育

研
究

活
動

を
実

践
す

る
た

め
に

、
自

校
教

育
事

業
で

も
明

星
教

育
セ

ン
タ

ー
自

校
教

育
講

座
を

開
催

し
て

い
る

。
平

成
28

年
度

は
、「
平

成
28

 年
度

 第
2 

回
 全

学
FD

 研
修

会
」

と
共

催
し

、
以

下
、

開
講

日
時

内
容

等
を

報
告

す
る

。
 

 【
講

座
内

容
】

 
開

催
日

 
概

要
 

 平
成

28
年

12
月

20
日

 
13

:3
0～

15
:0

0 

 ■
テ

 ー
 マ

：
明

星
教

育
を

語
り

合
う

―
次

世
代

に
受

け
継

ぐ
明

星
大

学
の

教
育

 
 ■

内
 
 
容
：「

明
星

大
学
の

歴
史

を
知

り
、
大

学
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、
次

世
代

に
明

星
教

育
を

受
け

継
い

で
い

く
」

こ
と

を
目

的
と

し
、

大
学

の
創

設
期

か
ら

現
在

ま
で

の
明

星
大

学
の

教
育

を
知

る
先

生
方

と
歴

史
を

語
り

合
う

こ
と

で
、

今
後

の
明

星
教

育
に

つ
い

て
考

え
る

。
 

 ■
講

演
会

①
：

明
星

教
育

を
語

り
合

う
―

次
世

代
に

受
け

継
ぐ

明
星

大
学

の
教

育
 

講
 
師

：
明

星
学

苑
 副

理
事

長
 小

川
  

哲
生

氏
  

 
  

 
 

  
■

講
演

会
②
：
明

星
大

学
の

過
去

に
学

ぶ
―

 職
員
・
教

員
と

し
て

の
体

験
を

ふ
ま

え
て

 ―
 

講
 
師

：
明

星
大

学
 副

学
長

 
 佐

々
井

 利
夫

氏
  

 ■
座

談
会

：
講

 
師

：
小

川
  

哲
生

氏
・

佐
々

井
 利

夫
氏

 
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
：

明
星

教
育

セ
ン

タ
ー

長
 菊

地
 滋

夫
氏

 
 ■

場
 
 
所

：
明

星
大

学
28

号
館

2
階

20
2
会

議
室

 
 

 【
講

座
の

様
子

】
 

        

明
星

学
苑

 副
理

事
長

 小
川

  
哲

生
氏

の
講

演
 

明
星

大
学

 副
学

長
 

 佐
々

井
 利

夫
氏

の
講

演
 

準
企
画
展
「
学
生
の
課
外
活
動
の
歴
史
」

 
                    
企
画
展
「
「
明
星
大
学
の
教
育
」
展
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